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本書は，501111301^電子制御装置のトラブルシューティ 

ングマニアルとして，右記に示す各種電子制御システムに 

ついて主にエレクトリカルな部分の故障診断方法、修理 

方法について説明したものです。

正確，迅速な故障修理を実施するための資料としてご 

活用下さい。

本書の他に次の資料を発行しておりますので，併せて 

ご活用くださるようお願い致します。

5八171日新型車解説書 

5八1718パ8整備解説書(上) 

5八从8众只整備解説書(下) 

5八171日電気配線図集

’90-3 117271八 
^0-3 67271八

’90-3 (57272八

’90-3 乂7271八

なお，本書の内容は1990年3月発売の車両を基に作成 

してあります。車両の仕様変更等により今後の車両ど内 

容が一致しないことがありますので，あらかじめご承知 

おきくだ.さい。今後，仕様変更などがあった場合には， 

サービスニュース，その他でご連絡いたします。

19 9 0年3月 ？7271八

富：！:車工業椭式〇財



1 総 説
1-1 本書の見方-----------------  2

説明範囲---------------------  2
説明内容の見方----------------------------------------------- 2
回路図およびコネクタの見方---------------------------- 4
用語.シンボルマークの定義---------------------------  5
用語の説明------------  ^

1—2トラブルシューティングの進め方-------------- 6

〔1〕基本作業---------------------------------------------------------- 6

画点検整備時の注意——-----------------  6

コネクタの分離----------------------  6
テスタ棒の差し込み——--------------------------------- 7

国ハーネス，コネクタの接触不良点検要領----------- 7

國計器による診断，点検要領------------------------------- 8
サーキットテスタによる診断，点検------------------ 8
スバルセレクトモニタによる点検-------------------- 9
オシロスコープによる点検^------------------------------  9

〔2〕トラブルシューティングのステップ--------------- 10



本書の見方

—説明範囲-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ——

本書は£€0を備えた電子制御装置について，主に電子制御系の故障診断方法について説明してあり，故障部位 

の修理を行なう時の脱着，交換，分解，組立て，点検，調整等の作業要領は，別冊の「整備解説書」を参照して下

さい。 1

故障診断方法は，スバルセレクトモニタ，サーキットテスタおよびオシロスコープを使用して実施するトラブ 

ルシューティングを説明しております。 、

くスバルセレクトモニタを使用して故障診断のできるシステム〉

鲁システム

—説明内容の見方----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

本書は各電子制御装置を編別に分けて説明しており，編目次と編別の細目次によって該当箇所を検索してくださ 

い。各編の故障診断（トラブルシューティング）方法の説明は，
準備品^-------- '"システム概要-----------^["トラブルシューティングの実施1の順序で記載してあります。

く準備品〉

作業前に準備しておくべき専用特殊工具.計器（3丁），市販の汎用工具.計器を各システム毎に一覧表にまと 

めてあります。ただし，一般整備工場に常備されている工具については省略してあります。

5 丁
ド1す質 

(10
巳〇リ入出力信号や制御データを

モニタし，不具合系統の診断を

行う。

サーキットテスタサーキットテスタ テストリード線

(アナログタイプ） （デジタルタイプ） ワニロクリップ 各電圧，回路抵抗の測定

くシステム概要〉

システム全体の制御内容や機能の概要を説明してあります。

〔1〕システム全体図............................... センサ，迟(:じ，アクチュエータのつながり，配置を説明。

〔2〕システム構成表............................... 各出力信号と制御機能の関係の一覧表。

〔3〕入出力図，……:....................................各入力信号一一>E^\]一一^各出力信号の関係の簡略回路図。

〔4〕入出力電圧値................................... 五(:じ各端子の入出力電压値の一覧表。

〔5〕セルフダイアグノーシス機能，…トラブルコードー覧と読み方，また，システムによっては自己診断

, 機能や手順も併せて説明。

〔6〕セレクトモニタ機有き.....................セレクトモニタが使用できるシステムについて，モニタ可能項目へ

の一覧。

〔 7〕フエールセーフ機能...................................フエールセーフ内容を説明。



本書の見方

圧カセンサコネクタ只36を分離する。

10 5汲を01^にする。

ボデー側コネクタとボデーとの電圧を測定する。

N6 ステップ③へ

(1) 圧カセンサコネクタ1136を分雜する。

(2) 10 5%を〇尺にする0

(3) ボデー側コネクタとボデーとの導通を点検する合

N6 ステップへ

コネクタ4ターミナル 基、鍾
(836)—3〜ポデー 導通あり

3ネクタ4ターミナル 1畢值
(闩36)— 1〜ボデー 4以让

診断内容
、倍号系統の.断線，又はショート 

圧カセンサ本体不良

トラブルコしド23圧カセンサ系
—不具合現象
丨アイドリング不詗，エンスト 

，加速不良 
患つき
燃費悪化

点検手順 @

ス

圧カセキサアースラインの点検

1
】I

ステップ(公

回路図

点検手順のガイド番号

当回路に絞った 
簡略回路図とコネクタ図

くトラブルシューテイングの実施〉

冒頭にトラブルシューティングのステップを記載し，トラブルシューティングの手順をガイドしています 〇

(例)

記載ページを示します

診断内容を記載 ラブルコード 車両の不具合 
発生状況を記載
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本書の見方

回路図およびコネクタの見方

回路図やコネクタの見方は基本的には電気配線図集（別冊）を参考にしてください。

本書では，この電気配線図集から各電子制御システムのトラブルシューティングを実施する時に必要な回路図を 

簡略化して分りやすく記載してありますが、コネクタ番号や端子番号、さらに線色などは、電気配線図集に対応さ 

せてあります。

く回路図の見方〉

コネクタ番号

この番号は，電気配線図集と共通 

巻末のコネクタ配置図からコネク 
夕の車両取付位置が探せます

16スイッチ
31 0N 八〇〇 〇び

6 〇 ？ ？
八〇〇 6
51 9
10 〇

8 6

㉚ 15

ブロアファン 
モータ

8州

,--
0「卯

0「8

〇「8

0「㈧

0「

2

ブロアファンレジスタ

ブロアファンスイツチ

8

2

4

0FF

2

3.

金

コネクタの方向ガイド

コネクタ端子番号は，この矢印の方向 
から見た番号を記入してあります

5西，リレーの表わし方

回路図はすべて電源0卩ドの 

状態で表示してあり，3界，

リレーもすベてシステム〇ドド 

の状態で示してあります

円9- 52-416
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本書の見方

用語.シンボルマークの定義

点検，調整時の許容範囲を表す値または 

作動状態の判定を示す。

注意 重要作業や危険作業の要注意事項を示し 

ます。

く參考〉 作業を容易にするための補足説明。

く注記〉 用語，仕様，説明文等に対する補足解説,

㊉

サーキットテスタ 

電圧測定

㊉：㊉側テスト棒の指定

㊉

サーキットテスタ 

’抵抗測定

㊉：㊉側テスト棒の指定

テスト棒の差し込み方向または， 

コネクタの端子配列の表示をセン

サ，コイル等，‘部品単体側に向っ

て見ていることを示す。

テスト棒の差し込み方向または， 

端子配列の表示をボデーハーネス 

側に向って見ていることを示す。

—

〇 〇

オシロスコー

オシロスコープ用プローブ

「19.2 33-825

用語の説明

八

091)

E^^)

ドし 

16

し£0

N0 

N0 

5日「 

50 
55171 

5丁 

5西 

V

アンペア（電流) 

オルタネータ

日八丁丁バッテリ

セントラルプロセシングユニット. 

エレクトロニックコントロールユニット 

エレクトロコンティニアウスリイバリアブル 

トランスミッション 

エレクトロニックマルチポイント 

インジエクション 

ヒュージブルリンク

イグニション

ライトエミッティングダイオード 
(発光ダイオード）

ナチュラルアスピレーション（自然丨圾シ〇 

ノ'—マルクロー- X (リレー）

ノーマルオープン（リレー）

スロー ブロ ヒュ——ス

スーノ、0ー ナヤーンヤ

スバルセレクトモニタ

スペシャルツール（特殊工具)

スイッチ

ボルト

才ーム（抵キ几）



―1—2 トラブルシューティングの進め方
〔1〕基本^[乍業 国点検整備時の注意

⑴バッテリ端子を外す場合

鲁バッテリ端子を外すとだ〇じ内の記憶が消去されるので，むやみに取外さない。

(2) 10 3界を〇Xにしたまま，または，エンジン回転中にバッテリ端子を絶対に外さない。

特にエンジン回転中は，オルタネータから大きな逆起電力が発生し，ビ〇〇等の電子部品を破損する可能性があ 

る。.

(3) 各センサや瓦〇：じのコネクタを外す時は，必ず10 3冒を〇卩卩にしてから行うこと。它〇じを破損することがあ

る。 :

⑷エンジン房内の各センサのコネクタやエンジン側とボデー側のコネクタは防水タイプになっているが，雨天下 

の整備や洗車時には水が浸入しないよう注意する。

⑸電子制御装置の関連部品はどれも精密部品であるので，落下等による大きなショックを与えないこと。.

⑹無線装置（無線機や自動車電話等）を搭載する場合は次のことに注意する。

① アンテナおよびフィーダ線は，電子制御装置のお(:じや入出力信号のハーネスからできるだけ離して配線す 

る。

② アンテナのマッチングをよくとる。

⑧大出力の無線機を搭載する場合には，特に上記①，②に注意する。

(7)フューエルホース，フューエルポンプ，フューエルインジェクタを脱着する場合は，燃圧を下げてから行う。 

燃圧は，エンジン停止後も高く保たれているので，この状態でホース等を外すと高圧の燃料が噴出し危険であ 

る。ホース等を外す場合は，予めフューエルポンプのコネクタを外してエンジンを4〜5回クランキングして燃 

圧を下げる。もしエンジンが始動した場合は，エンストするまで回し，さらに約5秒間ごとのクランキングを何 

回か行う。

コネクタの分離

コネクタ本体を持って外す。 

(ハーネスを持って引張らなI

鲁ロック付コネクタは必ずロックを外してから行う 

く ロックを引上げて解除する例〉

コネクタは十分に差し込むこと。ロック付コネクタは 

パチンと音がするまで完全に差し込む。

くロックを押して解除する例〉

⑪〇

^ 3 づ3-826
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トラブルシューテイングの進め方——基本作業

テスタ棒の差し込み

籲コネクタにテスタ棒を差し込む場合は，基本的には後方より行う。 

鲁端子抜け防止用コネクタは，抜け止めを外してから行うか，ミニ 

テスタ棒（細い）を用いて行う。

鲁防水コネクタなど後方より差し込めないものはコネクタを変形さ 

せないように前方より注意しながら行う。

鲁ハーネス抜け止め防止用のプレートを取外す必要がある場合は， 

コネクタを分離してから注意して行う。

(むりやり行なうと再使用できなくなる）

国ハーネス，コネクタの接触不良点検要領

接触不良について"…端子部に錡の発生，異物の混入やオス側とメス側の接触圧力の低下等による接触不良が

多い。また，注意しなければならないことは，’コネクタを一度脱着することにより接触状態 

が変わり，’“異常なし”となることがあることである。したがってトラブルシュー亍イング 

の際，ハーネス，コネクタ点検の結果が正常であっても不具合現象がなくなっていればその 

ハーネス，コネクタが原因であると考えられる。

目視，接触不良点検

① 両端のコネクタを切り離す。

② コネクタ端子部に錡の発生や異物の混入がないことを目視で 

点検。

③ かしめ部で，ゆるみや損傷がないか，また，コネクタへの停 

止状態を点検。

く参考〉ハーネスを軽く引っ張り，抜けなければよい。

④ コネクタ端子のオス側と同じものを用意してメス惻に差し込

み，引き抜く。
く參考〉他のコネクタと比較して抜く力の小さいコネクタは

接触不良の可能性がある。

⑤ ハ—ネス，コネクタを上下，左右にゆすり，電圧値または抵 

杭が変わる箇所を探す。

「19. 5
33-828



II計器による診断，点検要領

——サーキットテスタによる診断，点検-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------一-------------------------------------------------------------------

トラブルシューティングの進め方------ 基本作業

スロットルセンサ

「19. 6
52-421

吸気温センサ

闩9,7
52-422

(1)電圧測定（測定レンジ00 V〕

各端子に㊉側のテスタ棒を接続し，ボデーアース側.（または丑〇リ 

のアース端子）に㊀テスタ棒を接続して測定。

⑵導通点検（測定レンジ0)

ハーネスやコネクダの断線またはショートの有無を抵抗を測定 

することにより行う。

かならず両端のコネクタを分離して行う。

(他回路からの回り込みを防止する）

籲断線点検（2 XIXレンジ）

両側コネクタの該当端子間の抵抗を測定。

基肇僮
断線あり 11710以上（導通なし）

断線なし 0立（導通あり）

春絶縁点検（9X11(レンジ）
コネクタ該当端子〜ボデー間（ボデーショート）または両側コネ 

クタの該当端子間（線間ショート）の抵抗を測定。

:激&激鑛激發駿:::::;欲:::::猫:::::微^
十:.:‘:.:::が.:.:.:.:.:.::防
，，人，.，.，ノ.考パ〆.，.，〆‘V ご‘，，鼻％%^.:，:/く鑄％;!:籲:镛9 # 9 ’，鑄，鲁4 V V ^ # 4擊“,V訾亀峰‘攀脅’嫌-鲁、’-感離’尊‘譬鲁办‘鲁畚4备4齡擊9鲁#9蠊離鲁鼻，#0#馨令#鲁零4鲁巍矚泰響叠鲁釀尋4籲镛 #4馨9睡纏癧麝黎摯40%，籲9#禱#籲禱繡メ # ^ ^ ^ ，雜4，教氯參籲擊朦籲纏馨縧藝鲁暴雛龜癱暴釀暑，#.讎象鎌/偽擎着

臟響18^1
^：：：：：：：：：：^

:::::湖:::激:舰欲:讎::こ: ：：：：：：^^
馨.〆〆.嘗.，..〆ノ..パノム’八％、％%書.:，讎十:.:.:.:くぺぺ
：膽ノ：籲：十：，：べ十:十:くウ:く-:馨X十.十.%.攀％\マ...

:ぐ:.〉:.:.
，:〇:十:ク
:ぺく，:く.:難
ぐ:.:.:.:，：
Vマ參，二

於:::-:
匕，.11.、％
|；，，馨，雪，ム

和％V參.馨::::::::::::
くべ.ン:くベ 

泰% 4秦# 4 4
〆パ，'ノ〆 
7ム7‘％

|ショート 〇〇 (導通あり）

||ショートなし 1以上（導通なし）

⑶抵抗測定（測定レンジ公）

センサやソレノイドバルブ等の固有抵抗を測定し，部品の良否 

を判定。

#固有抵抗に合った測定レンジを選択しないと測定誤差が大き 

くなる。

#測定レンジを切替えた時はかならずゼロ調整を行う。

「19, 8
32-423



トラブルシューティングの進め方一~-基本作業

スバルセレクトモニタによる点検--------------------------------------- -----------------------------------------------------------

電子制御装置のだ〇じ内の入出力信号データやトラブルコードを 

直接モニタして故障系統を診断。

〈特長〉

鲁専用のコネクタに接続することにより走行しながらの測定が可 

能。. ‘

鲁1か所（運転席，助手席，車外）で各種データを点検できる。

鲁入出力信号系統の断線，ショート，.経時変化による特性異常が 

判別できる。

く診断〉

#入出力信号データと制御データは本文中の基準データを参考に 

して，特性不良，ハーネスの断線，ショートを判定。

參トラブルコードをモニタして「トラブルコードに基つ、、く点検」 

のトラブルシューティングを実施。

〈参考〉

車両正常時のデータがあればより正確に判定できる。

(納車点検時，定期点検時を利用してデータ取りを行ない保存さ 

れることをおすすめする。）

ドセ. 9 52-306

くセレクトモニタ使用可能なシステム〉

電子制御装置 力-トリッジ番号

システム 498348300

オシロスコープによる点検

入出力信号の信号電圧波形をオシロスコープに表示し良否を判定，

く診断〉

単純な波形の比較だけでは誤った判断をすることがあるので， 

点検のボイントや標準波形例を参考にして判定。

く入出力信号の取出し方〉

直接プローブを信号用端子に取付ける。

卩9,1〇
52-425

9



トラブルシューテイングの進め方 トラブルシューテイングのステップ

〔 2〕トラブルシューテイングのステップ

ぐ

不具合車両入庫

7

問 診

卜

現象確認

レ

^基本点検

一故 障雷

レ

食断

)

ラブルコー 
トラフルシューテイ

ド別、^
イングノ

不具合現象別
ブルシューテイン

確認テス

終 了

不具合に対する感じ方は人により多少異なるた 

め，お客様がどのような現象に不満を感じている 

かを明確にしておくことが大切である。（聞きもら 

しがないよう問診表を利用のこと）

問診のポイン

何が

^い〇

どこで....................

どのような状態で‘ 

どのようになった‘

車種、エンジン型式

……日時，発生頻度

................... 道路状況

.......走行状態，環境

........................... 現象

問診だけでは車両の状態を把握しきれない場合 

が多く実車確認により不具合を再現させて状況を 

分析する必要がある。不具合を再現できない場合 

はお客様に発生の状況を確かめて特定の条件下で 

確認する必要がある。また，再現性の乏しい不具 

合等では，ハーネスなどを手で動かしながら確認し, 

接触不良等がないか確かめる必要がある。

機械系の不具合か電子制御系の不具合かを大き 

く絞り込むために電源や電子制御系以外について 

基本的な機能や取付け状態を点検。

セレクトモニタやセルフダイアグノーシス機

能を利用して不具合系統の絞り込みを行なう。.

10
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スノ^レセレクトモニタ

33-846

五(:じ入出力信号や制御データを 

モニタし，不具合系統の診断を 

行う。

計器

工具

サーキットテスタサーキットテスタ テスト リードネ泉

(アナログタイプ） （デジタルタイプ） ワニロクリップ

ド19,2 33-847

オシロスコーフ

「ゆ3

V ぐ
フローフ

33-848

「19.4

燃圧計

52-429

「19, 5

コンパウン 函—瞧、考

(ニツサルコ£01508)

52-430

「19. 6

夕ーミナル圧着ぺンチ

33-849

N9.7

聴診器(サウンドスコープ)

52-432

各電圧，回路抵抗測定

各傜号波形観測

燃料圧力測定用

過給圧測定用

コネクタ端子の修理

インジュクタ作動音点検用

クリップコード（このようなコードを自製しておくと点検時に便利)

その他

点検時の回路らン3 卜や電源供

給時に使用。

52-433

2 準 懂 品

.

19

III

丁5
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〔1〕システム全体図

システム全体図

フェールポンプ

フエーエル
フイルタ

-電気経路

空気経路

'—燃料経路

ニー冷却水経路

「！9,9
32412
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システム概要——システム構成表

〔2〕システム構成表

区

分

構成部 品 機 能

气

燃
料
噴
射
制
御

点
火
時
期
制
御

ア
イ

ド、
ル
回
転
数
制
御

フ
ュ

1
ェ
ル
ポ
ン
プ
制
御

エ
ア
コ
ン
制
御

白
己
診
断
制
御.

ラジェータファン洲 ラジェータフアンの作動を検知する。 〇 〇 〇 - 〇

へッドランプ3仰
し0 へ、、ノドランプの点灯（ロービーム）を検知する。 〇 〇 〇 〇

N1 ， へッドランプの点灯（ハイビーム）を検知する。- 〇 〇 〇 〇

リアデフォッガ リアデフォッガの作動を検知する。 〇 〇 〇 〇

エアコン信号 尸100バルブの作動を検知する。 〇 〇 〇

クラッチ信号に〇ソ丁車のみ） 電磁クラッチが結合状態になったことを検知する。 〇 〇

入 アイドル5… スロットルバルブ全閉状態を検知する。 〇 〇 〇 - 〇 〇

力 ヒータブロア ヒータブロアの作動を検知する。 〇 - 〇 〇 〇 〇

信 スロットル開度センサ スロットルのバルブ開度を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇

口
一/

車速センサ〔リード3西〕 車両速度を検出する。 〇 〇 〇 〇

類 
，^、

ディスト.リビュータ
クランク角 

センサ クランク角を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇

気筒判別 
センサ 気筒判別を行う。 〇 〇

セ
ン ノックセンサ ェンジンのノッキングを検知する。 〇 〇

サ 02センサ 排気ガス中の酸素濃度を検出する。 〇 〇

水温センサ 冷却水温を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇

吸気温センサ シリンダに吸入される空気温度を検出する。 〇 〇

圧カセンサ 吸入管圧力を検出する。 〇 〇 〇

点火モニタ信号(コイル㊀） 点火コイルの作動を検出する。 〇 〇 〇

テストモードコネクタ 0チェックモードへの切換を検知する。 〇 〇 〇

リードメモリコネクタ リードメモリモードへの切換を検知する。 〇 〇

制御
部 用已0じ 各種入力に応じ、それぞれの制御に対し演算し出力する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇

インジェクタ#1 #1気筒への燃料噴射を行う。 〇

出
力
信〇

インジェクタ# 2 # 2気筒への燃料噴射を行う。 〇

インジェクタ#3 #3気筒への燃料噴射を行う。 〇

インジェクタ社4 # 4気筒への燃料噴射を行う。 〇

類 過給圧インジケータランプ 過給状態を表示する。 鲁

ア
ク
チ

フユーエルポンフリレー フューェルポンプの作動を制御する。 〇

130バルブ アイドリング回転数を制御する。 〇 〇
二
X イグナイタ 点火タイミンダを制御する。 - 〇 〇

1
夕

エアコンリレー ェアコンを作動させる。 〇

コンプレツサ リレ エアコンのコンプレツサを作動させる。 〇

チェックエンジンランプ ェンジンの異常を警告、及びトラブルコードの表示を行う。 〇
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システム概要 入出力図

〔3〕入出力図
日叼口丨システム入出力図

バツテリ

777

一入力側一
リードメモリコネクタ

—出力側一

テストモードコネクタ

16, 3^

アースへ(3丨1,322)
スタンバイ電源（バックアップ)

[〇リ電源

点火コイル

メインリレー
メインリレーアース

セレクト
モニタ

00*0-0 0.0.13*0 0.0-0.13 0*0-0'〇 0.^.0 〇
セレクトモニタ受信

ラジェータ 
フアン3…

ラジェータファン信号

ドライ
〇

ッドライトし〇…言号

リヤデフオッ
3…

ヒータブロア3… 

車速センサ

へッドライト㈠!信号 
リヤデォッガ信号

ヒータブロア信号

車速センサ信号

ノックセ

02センサ

ン^^ せ
ノックセンサ信号

ディストリビュータ〇2センサ信号

クランク角 
センサ

気筒判別センサ

しへ㊉
クランク角センサ信号'㊀

也
^気筒判別センサ信号」㊀

ェァコンリレー粟コン⑽信号(エアコン付車)

項 円〇〇

巳以丁已〇リ
クラツチ信号（已(:V丁)

点火コイル口 〇
点火モニタ信号

スロットル開度 
センサ

アースへ（匕1，3丨0)

5ソ（33)

水温センサ

じ一一一-一ーーリ

水温センサ信号

吸気温センサ

吸気温センサ 
信号

圧カセンサ

5ソ電源(33)
吸入管圧力信号

アースへ
(51,310)

巳…丁車接続
1—0 〇

アースへ（61，310)
車種識別は…丁/，識別)

アースへ（31 I，322)

ジャンパ線（；
アースへ（31 1，322)

317

匕16

02

01

016
1315

05

35

36
匕2

63

68
65
56
64
614

3 19

023 

38
39

03

04

34

匕I I

1313

フエイルセーフ
機能

，丨
制御機能

019 チェックエンジンランフ信号 ！---------
參 叫

^燃料噴射 

氺点火時期 

氺アイドル
回転数

氺フューエル
ポンプ

氺エアコン

コントロ 

ユニット

⑴〇り）

ル

匕I

センサ系アース

026

025

017

020

021

018

01 I

07

33

024

015

311
322

310

セレクトモニタ送信
こ 01

0*0*041 0*0*0 (〇 
0*13*0*0 
0*0*0*13 00*0*0

セレクト
モニタ

第I番気筒燃料噴射信号

第2番気筒燃料噴射信号

第3番気筒燃料噴射信号

第4番気筒燃料噴射信号

過給圧イ'ごジケ-タラン，I⑭ぜ^^タランフ

チェック 
エンジンランプ

エアコン制御信号（エアコン付車）

エアコン
マグネットクラッチ

コンブレッサ 
制御信号

(ェアコン付車）
フューエルポンプ信号

130信号‘

フユーエル
ボンプリレー

130バルブ

点火信号 イグナイタ

5ゾ電源
圧カセンサ
スロットル開度センサ

(巳〇リ側端子配列）

コントロールユニッ

11817161514ら丨？171111111〇|ヨ8'丨7丨6丨。4丨312111££111芘启030迓005011 0000000

。コネクタ） （匕コネクタ）（3コネクタ）

(^18) ⑼7)

パワー系アース

パワー系アース

制御系アース

制御系アース

闩仏1〇

32-430
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システムの概要 入出力電圧値

〔4〕入出力電圧値

@) 11 10 9 8 フ 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

@)

11
52-434

8 7 6 5 4 3 2 1
16 15 14 13 12 11 10 9

13 12 11 10 9 8 7 6
26 25 24 23 22 21 20 19

5
18

4
17

3
16

2
15

1
14 52-435

% 12

コネクタ

N0.

電压測定ふ山―^乂而于 点検系統
電圧 値

備 考丄 1X1 ―^义而十
N0. 線色 10 3^ 01\|時汨/6停止) アイドリング時

ド丨6

1

2 円 ユニット電源 入力 12ゾ

3 F(丫 5 V電源 出力 5,2又 圧カセンサ、及びスロットル開度センサの電源
4 丫〇 圧カセンサ 入力 約2別 約1，5从

5 円 ノックセンサ 入力 約2‘5又

6 513 ノ-ックセンサシールド 入力 0 V アース系と導通有
7 513 スロットルセンサシールド 入力 0 V アース系と導通有
8 アイ，ドル3界 入力 スロットル全閉時： 0 V、 全閉以外：12乂

9 巳 スロットル開度センサ 入力 スロットル全閉時：IV以下、全開時： 3,5ソ以上 スロットルに連動してリユアに変化する
10 80 センサ系アース 入力 0 V
II 8 制御系ァース 出力 0 V
12 パ'ックアップ電源 入力 12ソ

13 円 ユニット電源 入力 12乂

14

15
16

17 セレクトモニタ受信ラィン 入力
18 只巳 セレクトモニタ送信ライン 出力

19 丫し クラッチ信号. 入力 12乂
IV！レンジ：12マ
1)レンジ：1V以下

丑〇乂丁車のみ

20

21 8 メインリレーマ'ース 入力 IV以下
22 8 制御系ァース 出力 0 V

ド17

1 80 センサ系アース 入力 0 V
2 西 〇2センサ 入力 約〇パ 〇〜IV(フイードバック中）
3 〇2センサシールド 入力 0 V アース系と導通有
4 5じ クランク角センサシールド 入力 0 V アース系と導通有
5 気筒判別センサ（十） 入力 0 V -電磁ピックアップ波形 6/0 2回転で5パルス
6 巳 気筒判別センサ（一） 入力 0 V
7 別 ク7ンク角センサ（十） 入力 0 V 電磁ピックアップ波形 E/^^回転で6パルス
8 .0 クランク角センサ(一). 入力 〇マ’

9 巳「 ,テストモードコネクタ 入力 テストモードコネクタ結合時： 〇ソ、分離時：12ン

16



システム概要 入出力電圧値

コネクタ
N0,

電圧測定 
N0.

点検系糸儿
‘電 圧 値’‘〔V〕

備 考丄山—17-ゞ而子
N0. 線色 16 5\^ 〇问時汨/〇停止） アイドリング時

ド17

|〇 し9西 リードメモリコネクタ 入力 リードメモリコネクタ結合時： 0 V、分離時：12ソ 3 ；

1 8 車種識別 入力 ^ :12〃、瓦〇乂丁 ： 0 V
12 -

13 し巨丫 ジャンパ線 入力 12乂 -

14 し ェアコン信号- 入力 卩100 時：1バ、時：1V以下 八/〇なし車は〇ゾ

15 8「丫 ヒータブロア3界 入力 ヒータブロア時：IV以下、〇尸卩時：12乂

16 丫… ラジェータフアン3界 入力 ラジェータフアン時：IV以下、〇ドド時：12乂

尸丨8

1 圆 へッドライト3界㈣ 入力 ハイビーム¢>N1時：IV以下、〇ドド時：12〃

2 闩8 ヘッドライト3雖〇 ) 入力 ロービーム0？^時：IV以下、〇玨卩時：12ソ

3 水温センサ 入力 20。〇 :約3,0乂、80°0 :約0,7乂
4 …し 吸気温センサ 入力 20。0 :約3观、80。0 :約0.7〃

5 08 車速センサ 入力 1V以下(〇⑷又は4,5卩以上

6 -

7 丫西 点火信号 出力 1V以下((^)
2〜3ンハV以下 

⑽/〇^)

8

9 參
10

II , 0 130バルブ 出力 1从以下(〇⑷ IV以下/12ツ(0以0ぞド) 1)チェック時には0.5海に〇似〇ぞド

12 (3し インジェクタ# 2 出力 12乂((^) IV以下/12マ(0〜(^？) パルス幅（01^時間）
11 = 2.0〜3.5111313 〇丫 インジェクタ#1 出力 酬(^) IV以下/12マ(0〜0ド？）

14

15 8し パワー系アース 出力 0 V
16 巳し リアデフォッガ3评 入力 リアテ''フォッカ、'3界0？^時：12マ、0卩孖3寺： 〇卩

17 円〇 過給圧インジケ-タランプ 出力 1V以下(〇⑷ 酬(^) 過給圧20011111^以上で点灯

18 ，し8 フューエルホンフ 出力

10 5\^ 01^後2秒間 
:1V以下(〇⑷ 

10 5^ 0N後2秒以後
:酬〇卩卩）

IV以下

9 し9 チェックェンジンランプ 出力 酬(^)

20 し3 エアコンリレー 出力

I -

1/0 3界01^かつ、ヒータ3界〇X :IV以下 
八/〇 3胃〇]^力、つ、ヒータ3…〇孖卩：12又 
八/〇 3界〇ドド ： 〇マ

八/〇なし車： 〇ン 
加速時：12ヤ

21 し丫 八/〇コンブレッサリレー 出力
八/〇 3界〇:12圹

: 0 V
八/。5评01IV以下 

0？ド： 〇又

22

23 丫 点火モニタ 入力 12ソ IV以下/12マ(0〜0ド？）

24 8し パワー系アース 出力 0 V
25 ㈣ インジェクタ# 4 出力 酬〇ド尸） IV以下/12マ(0〜0ド？） パルス幅（〇1^時間）

71 = 2.0〜3.5111326 インジェクタ#3 出力 酬〇ドド） IV以下/12マ(0〜0ドド）



システム概要——セルフダイアグノーシス機能（自己診断機能)

〔5〕セルフダイアグノーシス機能（自己診断機能)
IIチェックモード

チェックモード 機 能
テストモード 

コネクタ
リードメモリ 

コネクタ 状況 チェックエンジンランプ

1)チェックモード
走行中にシステムの異常を検知して、 

ユーザーに警告する。'
分離 分離

始動時 点灯
始
動
後

異常あり 点灯

異常なし 消灯

0チェックモード

システムの点検を行うモードで、所定の!)チェックパター 
ンを実行後に、システムに異常がないかを判定する。

結合 分離
点
検
終

異常あり 点滅(トラブルコード）

異常なし 点滅(〇1^コード）

上記点検後、システムに異常がない場合にバックアップメ 
モリ内のトラブルコード(過去の故障履歴)をクリアする。

結合 結合
点

中

始動時 点滅(車種識別コード)

始動後 消灯

リードメモリモード
(トラブルコードの、
1読出しモ-ド）

IIチェックの自己診断において、
①現在異常がある場合 

,②過去に異常があった場合 
双方の異常箇所を読み出す。

分離 結合

始
動
時

②の異常あり 点滅(トラブルコード）

②の異常なし 点滅（〇尺ゴード）
始
動
後

①の異常あり 点滅（トラブルコード)

①の異常なし 点滅(〇尺コード）

圓トラブルコード

トラブル
コード 診断項目 検 出.内 容 備考 該当

ページ

1 1 クランク角センサ系 クランク角センサ本体(デイストリビュータ)、信号系統の断線、又はショート ド46
13 気筒判別センサ系 気筒判別センサ本体(テイストリビュータ)、信号系統の断線、又はショート ？49
21 水温センサ系 水温センサ本体、信号系統の断線、又はショート 1 [=>52
22 ノックセンサ系 ノックセンサ本体、信号系統の断線、又はショート ？54
23 圧カセンサ系 圧カセンサ本体、信号系統の断線、又はショート 956
24 150バルブ系 130バルブ本体、電源、信号系統の断線、又はショート 959
26 吸気温センサ系 吸気温センサ本体、信号系統の断線、又はショート ‘ 户62

31 スロットル開度センサ系
スロットル開度センサ本体、電源、信号系統の断線、

又はショート
(=>64

32 〇2センサ系 〇2センサ本体、信号系統の断線、又はショート 卩66
33 車速センサ系 車速センサ本体、イ目号系統の断線、又はショート、メータケーフルの外れ ？68
36 点火系 イグナイタ本体、電源、信号系統の断線、又はショート、10コイルの不良 970
42 アイドル3界系 アイドル3界本体、信号系統の断線、又はショート 97 A
52 クラッチ信号系 本体、信号系統の断線、又はショート 瓦0乂丁車のみ 卩77

.54 吸気系 吸気系ダクト、ホース類の外れ、破れ、弛み (=>79

62 電気負荷信号系
電気負荷(へッドランプ、リアデフォッガ、ラジェータファン） 
信号系統の断線、又はショート

0チヱックのみ ？84

63 ヒータブロア信号系 ヒータブロア3评、レジスタ、ハーネスの断線、又はショート 0チヱックのみ ？89

くトラブルコードの読み方〉

チェックエンジンランプの点滅によって 
トフブルコードを読み出す。

トラブルコード13

トラブルコード21

52-431
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システム概要 セレクトモニタ機能

〔6〕セレクトモニタ機能

國機能概要

セレクトモニタ（略称： 3 3%)は、下記内容の項目について測定することで電子制御系の故障診断に活用できる。

「モード
入力、出力信号類のデータを直接表示し、基準値と比較することでセンサ信号系統の断線、ショ 

ート、センサ類の特性異常が判別できる。

「八モード 入力、出力信号の0N/0FFと動作状態が1^0の点灯により判別できる。

「8モード
1；チヱック、0チヱック、パ'ックアップメモリ内のトラブルコードを数字で表示する。

0チェックでは、苜己診断手順を実施後に、トラブルコードを数字で表示する。

「0モード パ、ックアップメモリ内のトラブルコードをクリアできる。

国ドモード

-フアンクシヨンコード 入力.出力信号

，測定項目
表示 内容

コードN0. 略 称

ド00 年式表示 モニタ接続時に当該車両の年式を西暦表示する。

厂01 ソ8 バッテリ電圧 五河？丨用瓦(：1；に供給されているバッテリ電圧げ)を表示する。

厂03 車両速度 用圮(：1；に入力されている車両速度(1^/11)を表示する。

厂04 エンジン回転数 ，
，各センサからの信号を基準にして決定された最終進角度 

((1坪）を

尸06 谓 冷却水温度. 水温センサから入力されている冷却水温度(て）を表示する。

ド07 最終進角度
各センタからの信号を基準にして決定された最終進角度 

(¢16?)を表示する。

ド10 丁… スロットルバルブ角度
スロットル開度センサから入力されているスロットルバル 

ブ開度(如8)を表示する。

「丨丨 丁旧 インジェクタ噴射時間‘ インジェクタに通電されている時間（1113)を表示する。

ド12 130 130バルブ 130バルブ開度（％)を表示する。

ド丨3 〇2 〇2センサ出力電圧 〇2センサから入力されている電圧(V〉を表示する。

「14 〇靡乂 〇2センサ出力電圧最大値 〇2センサから入力されている電圧の最大値(ソ）を表不する。

尸15 02圓 〇2センサ出力電圧最小値 〇2センサから入力されている電圧の最小値（7)を表示する。

ド16 空燃比補正量
〇2センサにより補正されている八，補正係数(％)を表示 

する。

ド20 吸入管圧力
圧カセンサから入力されている吸入管圧力（咖只客）を絶対压 

で表示する。

汗28 丁八 吸気温度 吸気温センサから入力されている吸気温度广〇)を表示する。

尸29 ノックセンサ出力電圧 ノックセンサから入力されている電圧値を表示する。

19



システム概要——-セレクトモニタ機能

国ド八モード

フアンクシヨンコード
信号名称 し巳0の点灯条件

コードパ〇. 略称 ,し巳峰

11 0 2 モストモードコネクタ入力 テストモードコネクタ結合で点灯する。

3 リードメモリコネクタ入力 リードメモリコネクタ結合で点灯する。

N8 4 ヒータブロア信号入力 ヒータ3评01^で点灯する。

ド八1 八(： 6 エアコン信号 ェアコン卩1(：1) 01^で点灯する。

(:し 7 クラッチ信号入力 走行レンジ（11、：0、1)2)へセレクトした時に点灯する。

巳し 8 電気負荷信号入力 電気負荷(へッドライト、リアデフォッガ、ラジェ-タフアン)0肝点灯する。

1 0 9 アイドル3评入力 アイドル0Nで点灯する。

0 1 4 130バルブ診断入力 130バルブで点灯する。

ド八2 丁 IV！ 7 圮〇从丁識別線入力 五〇 VI車のみ点灯する。

」し 9 ジャンパ線入力 ジャンパ線結合で点灯する。

八^ 1 八/〇コンブレッサリレー制御出力 八/〇コンブレッサリレー0Nで点灯する。

5 0 1 過給圧インジケータランプ出力 過铪圧インジケータリレー01^で点灯する。

ド八3
0巳 3 チェックエンジンランプ出力 チェックェンジンランプ〇1\1で点灯する。

八〇 4 エアコンリレー制御出力 ェアコンリレー〇;^で点灯する。

1 3 8 130バルブ出力 130バルブ01^で点灯する。

ド尸 9 フューエルポンプ出力 フェーェルポンプリレー01^で点灯する。

ド八4 〇2 10 02リッチ.リーンモニタ 〇2出カリッチの時に点灯する。

圓「日6モード

コードN0. 略 称 測定項目 表示 内容

ド8 0 0^0 - 1) 自己診断機能 現在の故障箇所の自己診断結果を表示する。(11チェック又は!)チェック）

厂8 1 0^0 - IV！ 自己診断機能 過去の故障箇所の白己診断結果を表示する。

厂0 0 バックアップクリア バックアップメモリ内に記憶されている過去のトラブルコードをクリアする。

トラブル

コード
入出カセンサ名称 略称

トラブル

コード
入出カセンサ名称 略称

II クランク角センサ系 32 〇2センサ系 02

13 気筒判別センサ系 33 車速センサ系 ヮ3；？

21 水温センサ系 丁界 36 点火系 10^

22 ノックセンサ系 42 アイドル3界系 105^

23 -圧カセンサ系 52 クラッチ信号系 0^50

24 180バルブ系 130 54 吸気系

26 吸気温センサ系 62 電気負荷信号系

31 スロットセンサ系 63 ヒータブロア信号系 只ビ八丁
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システム：(既要——フ1イルセーフ機能

〔7〕フヱイルセーフ機能

トラブル

コード
診断項目 フェイルセーフ制御内容

II クランク角センサ系
一 钃

13 気筒判別センサ系
通常の％のパルスで、0097。から1.51113後に 

全気筒同時噴射とする。

21 水温センサ系

.13。を固定制御とする0 

鲁エアコンを常時カットとする。

像代用値を用いて制御する。

22 ノックセンサ系 ノックコントロールは停止する。（点火は基本マップに基く）

23 圧カセンサ系
鲁13(：を固定制御とする。 、

鲁代用値を用いて制御する。

24 130バルブ系

26 吸気温センサ系 代用値を用いて制御する。

31 スロットル開度センサ系 代用値を用いて制御する0

32 〇2センサ系 才ープンル^ —プ制御をする。（〇2フイードバック補正を行わない。）

33 車速センサ系
.130を固定制御とする。

鲁代用値を用いて制御する。

36 点火系 燃料噴射を停止する0

42 ，アイドル系 130を固定制御とする。

52 クラッチ信号系 丨 ‘

54 吸気系 エンジン回転数1，5001^)111で燃料カットする。

62 電気負荷信号系
^ -.

63 ヒータブロア信号系
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トラブルシューテイングのステッ

不具合車両入庫

問診

1 基本点検 923

エンジンが始動する

¥©5

デイドリング時ば
チェックエンジグランプが 

点灯している

丫65

N0

エンジンが始動しない場合の点検

N0

？26

4 0チェック実施 ？42

|トラブルなし

5 バックアップメモリ内のトラブルコード読出し 9AA
|トラブルなし

7 スバルセレクトモニタによる点検 ？91

異常なし

8 不具合現象に基づく点検

一-—… ^

4 〇チエック実施 ？42

|トラブルなし

9 クリアメモリ ？108

リチェックのトラブルコード読出し 户41

，| -—一........ ... 丨"令
1

6 トラブルコードに基づく修理 ？45

トラブルあり

1
ハー，ネス、，ネクタ、端子の接触状鱗理

異常あり
1

異常

トラブルあり

N0 不具合は解消された

丫65

トラブルコードに基づく修理 ？45

アイドル回転数の再点検(基本点検)

終了

22



エンジンが始動する，しないにかかわらず行う基本点検

電源の点検

(1)バッテリの電圧と比重測定

バッテリ電圧 12ソ

比 重 1.260以上

(2)ヒューズ，ヒュージブルリンク，ワイヤリングハーネス，コネ

クタの接続状態およびアース状態点検

14

——各キャップ類の点検---------------------------------------

(1) フューエルキャップが確実に閉っていること。

(2) オイルフィラキャップが確実に閉っていること。

(3) オイルレベルゲージが確実に差込まれていること。

(4) クーラントのリザーバタンクのキャップが 

確実に閉っていること。

ド19.15 32-428

チェックエンジンランプの作動確認

(1)テストモードコネクタ，リードメモリコネクタが共に分離されて 

いることを確認する。

⑵10 3界が〇ルエンジンが停止の状態で，チェ 

ックエンジンランプが点灯することを確認する。

⑶上記の条件で点灯しない場合は

10チェックエンジンランプが点灯しない場合の点検[=>104

を行う。 化.16

32-437
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基本点検

エンジンを始動し，充分に暖機を行う。

テストモードコネクタを結合し，リードメモリコネクタを分離させる 

タイミングライトでクランクプーリ部を照らし，点火時期が 

基準値にあることを確認する。

日丁〇〇1〇( (づ68)

点火時期が基準値を外れている場合には，ディストリビュータの 

ロックボルトを弛めて，本体を回転させることによって調整する

人 一/、ーナヤージヤへノレト

オルタネータベルト

「19,17

810014(

810010( 
81004°
丁〇〇

#1,#4ピストン 
上死点位置

52-183

エンジンが始動する場合にのみ行う基本点検

——点火時期の点検，調整-----------------

アイドル回転数の点検.調整

アイドル回転数の点検.調整は，ェンジンを充分に暖機し，

点火時期の点検.調整を行った後に行う。

，ヘッドランプ，ラジェータファン，リアデフォッガ等の電気負荷のない状態で行う 
くタコメータを用いる場合〉

(1)テストモードコネクタ，リードメモリコネクタ共に結合する。

⑵タコメータをセットして，アイドル回転数が基準値 

にあることを確認する。

⑷アイドル回転数が基準値を外れている場合には，スロットルボデ、 

のアイドルアジャストスクリユを回して調整する。

リードメモリ 
モードコネクタ

丨（1極黒)

テストモード 
コネクタ 
(2極緑)

ド….18

セレクトモニタ 
コネクタ
(9極黄）

52-329

供

点検，調整終了後は、 
に分離すること。

テストモードコネクタ，リードメモリコネクタ共

くセレクトモニタを用いる場合〉

(1) セレクトモニタをセツトする。

(1-2トラブルシューティングの進め方〔1〕基本作業を参照）

(2) テストモードコネクタ，リードメモリコネクタ共に分離した状態で 

あることを確認する。

(3)セレクトモニタのファンクションコード|尸12|をモニタし，130の 

パーセンテージが基準値にあることを確認する。

化.19
32-340

⑷1(：3のパーセンテージが基準値を外れている場合には，

スロットルボデーのアイドルアジャストスクリュを回して調整する。

\
^
/ 

\
—

/ 
\

—
/

1
2 
3

/
\ 
/
\ 
/―

\

\
)
7
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基本点検

燃料圧力の点検

⑴燃料圧力の除去する。

① フューエルポンプのハーネスコネクタを分離する。
I

② エンジンを始動させる。

⑧エンジンがエンストするまで放置する。參響
④エンスト後，さらにスタータを約5秒間クランキングしてか 

ら1& 8贾〇ド卩にする。 、

(2)燃料圧力計を取付けて燃料圧力を測定する。

① フューエルフイルタ〜フューエルホース間に燃料圧力計

'を接続する。

② フューエルポンプのハーネスコネクタを接続する。，

⑧1¢ 3评〇にした時の燃料圧力を測定する。 、
リターンライン デリバリライン

④エンジンを始動させ暖機を行った後にアイドリング状態 

で燃料圧力を測定する。

注意

燃料圧力の測定終了後は再び压力を除去してから 

燃料圧力計を取外し，ホース，コネクタ類を結げる

ド19.21 32-215

0

アイドルバキュームの点検

(1)エンジンを充分暖機した後，スーハ。ーチャージャーのニツプルに 

バキュームゲージを取付ける。

⑵エンジンがアイドリングの状態で負圧が基準値にあることを確認する。

ッブル

町 — 350〜一470⑺⑺㈠运

一330〜一450⑺⑺㈠莒

く注記〉

-基準値はゲージ圧である。

-ア（ドルバキュームが基準値を外れている場合には， 

エンジン本体の機械的な摩耗，故障等が考えられる

のでサービスマニュアル “2 — 2エンジン調整”を 

参照のこと。

ド19.22 52-593
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エンジンが始動しない場合の点検——電源系統点検

2-1.E¢LI電源系統点検

——診断内容------------------------------------------ ---------不具合現象-------------------------------------------

^五0じを作動させるための電圧が各部に加えられ 鲁エンジンが始動しない

ているかの点検

点検手順

回 |2^1 一"^ 1 1 ............ .... .... . 一 国 圍画国 "国 I
メインリレー

I1 丨9. 23 32-444
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エンジンが始動しない場合の点検——ど〇リ電源系統点検

① メインリレー作動確認

メインリレー

フューエルポンプ 
リレー

巳叼尸丨用巳〇リ
ド19.24 52-445

0ド ステップ(1)へ

10 8…の01^/0？？を繰り返し，メインリレーの 

作動音がするか確認する。

N6 ステップ②
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エンジンが始動しない場合の点検——已〇リ電源系統点検

⑧ 巳〇リ電源回路点検

@)

11 10 9 8 7
22 21 20 19 18

6
17

5
16

4
15

3
14

調入〉？在，

N9.27 52-448

(1) 10 3界を〇Xにする0

(2) 瓦011コネクタを結合させたままの端子とボデー 

-間で電圧を測定する。

コネクタ没ターミナル 基数^^^^^^^^

(闩16) — 2〜ボデー

バッテリ電圧(闩16)—12〜ボチー

⑺16)—13〜ボデー

0ド ステップ④' N6 ど〇リの電源回路修理
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エンジンが始動しない場合の点検 点火システム点検

2參点火シスアム点検 )

診断内容----------------:-------------------------- [-—不具合現象------------------------------------------

^点火システムの作動点検
4

春エンジン始動しない

点検手順



エンジンが始動しない場合の点検——点火システムの点検

回 路

「19.29 52-450

① 点火プラグ，ハイテンションコードの目視点検

患

N9.30

0^ ステップ(1)

+ 0 
一0.1

卜/
溶

賢
52.451

(1)点火プラグを外し，くすぶり，かぶりがないか 

点検する。

⑵プラグギャップが基準値にあるか点検する。‘

く参考〉

プラグギャップは，ワイヤゲージで計測すること。

⑻ハイテンションコードが断線していないか点検す 

る。

N6 修理又は交換
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ーチヱックエンジンランプ

32 32-437

(1) アクセルを全開にして，5秒間クランキングする。

(2) テストモードコネクタを分離，リードメモリコネクタを結合 
の状態にして，チェックエンジンランプの点滅コードを読み 
取る。

基準^]トラブルコード「11」又は「38,は出ない

く参考〉，セレクトモニタを使用して，ファンクションモード

卩8〇で、チヱックしてもよい。

-トラブルコード「11」又「36」以外のコードが出した 

場合には，そのままステッフ。④へ進む。

ェンジンの始動しない場合の点検——点火システムの点検

② 丨6コイルのスパーク点検

「19.31 52-451

0ド 2-3.フューエルポンプ回路点検

(1)各気筒の点火プラグコードにタイミングライトを装着し，ア 

クセルを全開にしてクランキングをした時に，それぞれ夕 
イミングライトが発光することを確認する。

⑵任意の気筒のプラグキャップを取外し，それに新品の点火プ 
ラグを取付け，その側方電極をエンジンに接触させた状態 
で，アクセルを全開にしてクランキングをした時に点火プ 
ラグに火花が飛ぶことを確認する。

く注記〉

‘アクセル全開状態ならば，クランキンダしても燃料が噴射され 
ない0 ’

N6 ステップ③'

IV！ 6 5,トラブルコードに基づく点検（トラブルコード1丨又は36)

④ 点火系の電源回路点検

㊃ 1 2
繃参 4

ド治. 33 52-453

(1)イグナイタのII 41コネクタを分離する。

⑵3界の状態で，コイル側コネクタとボデー間 

の電圧を測定する。

コネクタみターミナル/ 基準値

(只4〇—3〜ボデー バッテリ電圧

〇沁 ステップ⑤. N6 電源回路のハーネス，コネクタ修理
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エンジンが始動しない場合の点検——点火システム点検

⑤ 点火系のアース回路点検

琴
ド？

「セ. 34 52-454

〇ド ステップ⑧，

(1)イグナイタのII 41コネクタを分離する。

⑵10 3界〇ドドの状態でイグナイタ側コネク 

夕とボデー間の導通を点検する。

コネクタ没ターミナル 基準値
、’.’ V V こべくバク”'、ン、く.:ベ.：：

(卩4〇 — 4〜ボデー 導通あり，

N0 アース回路のハーネス，コネクタ修理

⑧ 16コイル単体点検

N9. 35 32-455

0^ ステップ(2〉

(1) 16コイルのII 59コネクタを分離する。

(2) 10 3界〇卩卩の状態で一次コイル，

イルの抵抗を測定する。

二?

コネクタ没ターミナル :':::基::'::'準嫌'

(円59) — 1(闩59)—2 約10

(闩59)—1〜センタコードそう入部 約10 〇

(3) 1141コネクタを分離して，イグナイタ〜コイル間の 

電源ラインを点検する。

コネクタ公ターミナル 基準値

(尺41)—3〜(只59)—1 導通あり

(4)イグナイタ〜コイル間のアースラインを点検する

コネクタみターミナル 基準値

(只41)一2〜(只59)—2 導通あり

N6 丨6コイル交換

⑦ クランク角センサ，ハーネス点検

1 II
〇 〇

1 1丨
、ダ

㊃

1 2 3 4 5 6 1
一1轉
|8：

9 10 11 12 13 14 15 16

闩9. 36 52-456

(1) 5：(：11の1117コネクタを分離する。

(2) ボデー側コネクタの端子7にオシロスコープの㊉側 

プローブを端子8にはアースリードをセットする。

(3) エンジンをクランキングして波形を点検する。

卩19.37
32-457

0^ £00コネクタの端子接触点検 N6 クランク角センサ，ハーネス修理.交換
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エンジンが始動しない場合の点検--------フュー：I：ルポンプ回路点検

2-3.フューエルポンプ回路点検

^—診断内容一---------------------------------------- ——不具合現象------------------------------------------

擊フューエルポンプ回路の点検 鲁エンジンが始動しない

点検手順
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エンジンが始動しない場合の点検——フューヱルポンプ回路点検

回

「治. 38

路

メインリレー

ポンプ フューエルポンプ
リレー

52.458
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エンジンが始動しない場合の点検——フューヱルポンプ回路点検

② フューエルポンプリレー電源回路点検

㈣) 顯
2 1-
4 3

闩9, 40 32-460

(1)フューエルポンプリレーの1120コネクタを結合さ 

せたままで10 3评を〇Xさせて，リレーコイル側の 

電圧を測定する。

コネクタ6ターミナル 基準値
以::::’冬、※ズ十...

(卩20)—1〜ボデー バッテリ電圧

(2)リレー接点（入力）側の電圧を測定する。

コネクタ6ターミナル 碁準健

(卩20)—2〜ボデー バッテリ電圧

0ド ステップ⑧， N6 電源側ハーネス，コネクタ修理

⑧ フューエルポンプリレーコイル側回路点検

¢20)
111
2 1
4 纖

「19.41 32-461

フューエルポンプリレーの1120コネクタを結合させた 

ままで，テスタをセットし，10 3界を〇させて，リレー 

コイル回路の電圧を測定する。

コネクタ役ターミナル

(卩20)—3〜ボデー

〇⑸後2秒間

1V以下

01\1後2秒間

バッテリ電圧

0^ ステップ⑤へ N6 ステップ④

④ フューエルポンプリレー〜巳〇リ間のハーネス，コネクタ点検

@) (^20)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 II 19 20 21 22 23 24 25 26

1 2
3 4

N9. 42 52-462

(1) 10 3界を〇卩卩にする。

(2) 瓦(：11コネクタ1118，及びフューエルポンプリレーの 

コネクタ1120を分離する。

(3) 双方のボデー側コネクタの端子間で導通を点検す 

る。

コネクタ公ターミナル

(卩18) — 18〜(只20)—3 導通あり

0 ^ ど〇リコネクタのハーネス接触点検 N6 ーネス，コネクタ修理，又は交換
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エンジンが始動しない場合の点検——フューエルポンプ回路点検

⑤ フューエルポンプリレー接点側回路点検

(^20)

2 1
傘 3

卩19.43 32-463

〇沁 ステップ⑥

フューエルポンプリレーのII 20コネクタを結合させた 

ままで，テスタをセットし，10 8…を〇Xさせて，リレー 

接点回路の電圧を測定する。

コネクタ6ターミナル ::，華：塵,:1：値:獲

(只20) — 4〜ボア’一

01^後2秒間

バッテリ電压

〇问後2以後

〇ソ

N6 フューエルポンプリレーコネクタの端子接触点検

⑥ フューエルポンプコネクタ電圧測定

(^4)
43

III 2

「19. 44 32-464

0ド ステップ⑦

(1) フューエルポンプのコネクタII 24を分離する。

(2) ボデー側のコネクタにテスタをセットし，108禪を 

0Nさせて，電圧を測定する。

コネクタみターミナル 基進値

-(1^24)-1〜ボデー

〇问後2秒間

バッテリ電圧

〇1\1後2以後 秦鲁
〇ソ

N6 フューエルポンプリレー〜フューエルポンプ間の 
ハーネス，コネクタ修理，又は交換

⑦ フューエルポンプ単体点検

(^24)

「19.45 52-465

0ド
フューエルポンプアース回路修理， 
又は交換

(1) フューエルポンフのコネクタ1^24を分離する。

(2) バッテリをポンプ側のコネクタに結合させ，作動を 

確認する。

N0 フューエルポンプ交換
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エンジンが始動しない場合の点検 インジ:3：クタ回路点検

4 ,ィンジェクタ回路点検

-------- 診断内容------------------------------------------- ——不具合現象------------------------------------------

春インジェクタ回路の点検 籲エンジン始動しない

点検手順，

① 各インジ；I：クタの作動点検 -

N6

② インジXクタへの電源電压測定 -

0^

③ インジエクタ単体点検 -
V

0^

④ E〇リへの入力信号電圧測定 -— 考

1卜

E^リコネクタの端子接触点検 -

0^

E 0リ交換

〇沁

N6

N0

N6

N6

日〇り〜インジェクタ間のハーネス， 
コネクタ修理、又は交換

回 路

ド19.46 82-466
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エンジンが始動しない場合の点検ーインジIクタ回路点検

① インジ;I：クタの作動点検

II

1蟫 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
切激
囅

必:後::11 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14

闩9, 47 32-467

(1) 迟01！のII18コネクタを結合させたまま，.オシロス 

コープのプローグを各端子12，13, 25, 26に，アー 

スリードをボデーアースにセットする。

オシロスコープの替わりに.インジヱクタ波形の測定が 

可能なエンジンスコープを使用してもよい。

(2) エンジンをクランキングさせて，インジエクタの作 

動を点検する。

スコープがない場合には，インジェクタの作動音を確 

認することでもよい。
！

80-

:こ.'.'：.#—:'巧 60

40

20

1) ド19.48 
32-468

N6 ステップ②へ 0^ 燃料圧力測定

② インジヱクタへの電源電圧測定

卩19.49 52-469

(1) 各気筒のインジェクタのコネクタ1191，只92，1193, 

只94を分離する。

(2) ,10 8界01^で，エンジンハーネス惻コネクタとシリ 

ンダブロック間の電圧を測定する。

コネクタ5¢ターミナル ::驟鬚戀1311議111111:纖編
(891) —2〜ボデー

バッテリ電压(卩92)—2〜ボデー

(只93)—2〜ボデー

(闪94)一 2〜ボデー

0ド ステップ(1)’ N6 インジXクタ電源回路修理
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エンジンが始動しない場合の点検——インジIクタ回路点検

⑧ ンジXクタ単体点検

@) (5？3) @)伯91)

幽龜函幽

巧. 50 52-470

0ド ステップ④

(1) インジェクタのコネクタ只91，892，1193, 1194を 

分離する0

(2) 各コネクタの端子間抵抗を測定する。

コネクタ公ターミナル
::;;办ゞ?私海::丫: :ン.も;※:.::::

ゴ:幕準::變

⑴91)—1〜(卩91)-2

10〜14 0(卩92)—1〜（只92)—2

(1^93)—1〜（9 93)—2

(^94)—1〜（只94)—2

N6 インジIクタ交換

④ 已(:リの入力信号電圧測定

@)

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14

卩19.51 32-471

0ド 日(:リコネクタの端子接触点検

(1) インジェクタのコネクタを全て結合させる。

(2) 五(：11のII18コネクタを結合させたまま，1& 3界を

にして，1118コネクタとボデーとの電圧を測定する。

コネクタるターミナル 基準値ンパ:ダブ乂 V’シグ公，“1̂シンシン％‘.::ベプ辱^^^!^？?；^く"ノで：.？令、，、、:”:.、:::.ン，々，く:心べ-X，、：：：卜V , く：：，，〆 く::、，，’ ’,：ベ.

(只18)—12〜ボデー

バッテリ電圧(闩18)—13〜ボデー

(1^ 18) 一25〜ボテー

(1^ 18) 一26〜ボテー

N6
巳〇リ〜インジェクタ間のハーネス，コネクタ修理， 
又は交換
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3 リチェックのトラブルコード読み出し手順
I

点検手順

IIチヱック状態において，チエツクエンジンランプが点灯した場合に，異常箇所を見つけ出すための方法である

くチェックエンジンランプによる点検〉

(1) 10 3^ 〇ドドの状態で，ァストモー1ドコネクタが分 

離，リードメモリコネクタが結合の状態にする。

(2) エンジンを始動させる。

(3)アイドリング状態において，チェックエンジンラン 

プの点滅をチヱックする。

，〇尺コード出力の場合....... 自己診断は現時点で全て

が0〖と判定しているため，リードメモリコネクタを 

分離した後，チヱックエンジンランプが消えている 

ことを確認する。

-トラブルコード出力の場合........コードを読み取った

後，リードメモリコネクタを分離する。

くセレクトモニタによる点検〉

(1) 10 3\^ 〇ド卩の状態でテストモードコネクタ，リー

ドメモリコネクタ共に分離されていることを確認す 

る。

(2) 33]V[を接続した後，1& 3界を〇Xにする。

(3) の電源8墀を01^にして，ファンクションモード 

尸30を入力し，トフブルコードを読み取る。

ノノ

110^！
I

テストモード 
コネクタ 
(2極緑)

リードメモリ 
モードコネクタ 
、(1極黒)

セレクトモ 
コネクタ
(9極黄）

夕

ド19.52 32-329

一一〇に二！ー ド

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

圓 圓 I I
^-------- ^
丨1.2 ().3 1.2 ‘ 13 3.3

-—トラブルコード22

ド：9, 53 52-472

「19.54 82-306
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車種識別コ

闈丁 :

「〇ソ丁：

ド！9,56
52-324

闩9. 55
52-306

く車種識別コード点検〉

(1) エンジンを充分に暖機した後，16 31を〇卩ドにす 

る。

(2) テストモードコネクタが結合，リードメモリコネク 

夕が分離の状態にする。

(3) 10 3界を〇Xにして，

滅コードを読み取る。

103バルブが作動しない場合には

を参照する。

15(：バルブ

4 0チェックの手順

——点検手順---------------------------------------------

〇チヱックモードは、現時点でのトラブルを診断する 

モードで，テストモードコネクタのみを結合させた状態 

で点検を行う。良否の判定はチェックエンジンランプの

点滅によるものと，55噩のファンクシヨンモード门 

によるものの二通りの方法があり，故障診断項目のすべ 

てがチェックできる。 ，、

くフューエルボンプの作動音点検〉

10 3琢を01^にした時，01^後2秒間だけ作動音がす 

ることを確認する。

フューエルポンプが作重力しなかったり，2秒以後も 

作動し続けたりする場合には，

2-3 ~フューエルポンプ回路点検~户34 ~

を行う。

く丨05バルブ作動の点検〉

10 3\^を0N (エンジンは〇ドド）にした時，13(：バル 

ブの作動音が0.5秒ごとにすることを確認する。
注意

注意

異なるコードが出た場合には車種識別用のハーネスを 

修理する。

%

チェックエンジンランプの点

52-475

/10 ご
^V ，…

1

1 1ノ

1
「19.57

トラブルコード24丨50バルブ系 卩59

ド

塞 

I  I  
垂

1
— 

9
- 

〇

 
〇
 

1

11
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13チヱックの手)瞋

点検手順

く〇チヱック実施手順〉

(1)エンジンを始動させる。

⑵車速5 一/ヒ以上で走行後，車両を停止させる。

(車速信号が入力される）

(3) ヘッドライトの〇队〇卩ドを各1秒以上続ける。 

(電気負荷信号が入力される）

(4) ヒータの〇ル〇卩卩を各1秒、以上続ける。

(ヒータ信号が入力される）

(5) エジンを2，000〜3，00011)瓜で1分以上保持する。

(02センサを活性化させることによって，信号が入力

される）

(6) エンジンをアイドリング状態にしたまま，0チ エツ

クの良否判定を行う

く0チヱックの良否判定〉

注意

良否の判定は必ずェンジンがアイドリングの状態で行 

うこと。

0チェック実施中に，ラジェータファンが作動しっ放し 

になると，電気負荷信号が異常となってしまうので， 
必ずラジェータフアンが止った状態でチェックするこ

と 〇

(1)チヱックエンジンランプの表示による方法

チェックエンジンランプの点滅コードが0〖コードであ

ることを確認する 〇

トラブルコードが出力されている場合には，その1^1〇.の 

小さいものから点検を行う。

修理が終った後，再び！)チェックを行って，そのコード

が消えていることを確認し，他のトラブルコードが出, 

力されている場合には，そのコードについても点検. 

修理する。

一〇にコード

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

—トフフルコード22

1.2 0.31-

円9. 58
0.3 0-3 

0-3 0-3
52-472

(2) 35%による方法

をセツトして，ファンクションモード卩30を入

力し，「N0 丁1101181^：」が表示されることを確認す 

る。

トラブルコードが表示された場合には，チヱツクエン 

ジンランプでの点検と同様の手順で点検.修理を行う(

く0チェックの終了〉

0チェックの終了後は，必ずテストモードコネクタ，リー
#

ドメモリコネクタ共に分離された状態にすること。

I 111201
アストモード/

コネクタ/ 
(2極緑し

リードメモリ 
モードコネクタ 
ドニ：(1極黒)

セレクトモニタ 
コネクタ 
(9極黄）

ド19.59 32-329
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バックアップメモリ内のトラブルコード読み出し（リードメモリ）手順

点検手順I

車両が過去に起こしたトラブルを呼び出すモードであり，EN01NEランプが，すでに消灯し 
ていても，その原因を探し出すことができる。
とくに， ノ\ ネス，コネクタ類の接触不良を探し出すのに有効である。

くチェックエンジンランプによる点検〉

(1)10 5^ 〇ド卩の状態でテス.トモードコネクタが分 

離，リードメモリコネクタが結合の状態にする。

(2) 1& 3界を〇Xにする。（エンジンは始動させない)

(3)エンジン停止状態において，チェックエンジンラン 

プの点滅をチェックする。

- 〇仄コード出力の場合....... 〇仄コードにもかかわらず

不調の場合には，セルフダイアグノーシス機能では 

判断できないトラブルである。

#トフブルコード出力の場合....... コードを読み取った

後，リードメモリコネクタを分離する。

くセレクトモニタによる点検〉

(1) 16 3砰〇ド孖の状態でテストモードコネクタ，リー

ドメモリコネクタ共に分離されていることを確認す 

る。

(2) 38^[を接続した後，10 8界を〇Xにする。

(3) 88^1の電源3界を〇Xにして，ファンクションモード

吃を入力し，トラブルコードを読み取る。

リードメモリ 
モードコネクタ 
^ (1極黒)

テストモー 
コネクタ 
(2極緑)/ セレクトモニタ 

コネクタ
(9極黄）

「19. 60 32-329

— 〇1(コート

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

一一トラブリレコード22

1.2 0.31.2 0.3 0.3
0.3 0.3

円9. 61 32-472

卩19.62 32-306
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6 トラブルコードに基づく点検

トラブルコード11 クランク角センサ系 ^ 46

厂

トラブルコード13 気筒判別センサ系 9 49

トラブルコード21
V

水温センサ系 ？ 52

广

トラブルコード22 ノックセンサ系 卩54

广

トラブルコード23
V-.

圧カセンサ系 9 56

厂

トラブルコード24
V

150バルブ系 户59

广---- ----------------------------------------------------------------------

トラブルコード26 吸気温センサ系 9 62

トラブルコード31
V一

スロットル開度センサ系 卩64

厂

トラブルコード32
V

02センサ系 ？ 66

/-

トラブルコード33 車速センサ系 户68

厂

トラブルコード36
V-------

点火系 卩70

トラブルコード42
V^ -

アイドル5西系 9 74

/----------------------------------------------------------------------------

トラブルコード52
V

クラッチ信号系 9 77

(--------------- , 一1 丨丨，， 1 —-…-

トラブルコード54
V

吸気系 ？ 79

「 ,

トラブルコード62
し- ―

電気負荷信号系 户84

广 —

トラブルコード63 ヒータブロア信号系 9 89
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トラブルコード11クランク角センサ

-------- 診断内容------------------------------------------- ---------不具合現象------------------------ ------------------

クランク角センサ本体不良、センサハーネス不良、 鲁エンスト

。じ不良 ^始動不能

点検手順
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トラブルコードに基づく点検 ラブルコード11

① クランク角センサ単体点検

以. 64 32-482

(@)

(1^13

闪9, 65 32-483

〇ド ステップ②

くオシロスコープを用いる場合〉

(1) デイストリビュータの1197コネクタを分離する。

(2) センサ側コネクタの端子1にオシロスコープの㊉ 
側プローブを，端子2にアースリードをセットす 

る。

(3) エンジンをクランキングさせて，クランク角セン 

サの信号波形を測定する0

「19.66 
32-484

くテスタを用いる場合〉

II9 7コネクタのセンサ側でピックアップコイルの抵抗 

を測定する。

コネクタ没ターミナル 寧 油 牌

(卩97)—1〜(卩97)—2 730 ±1000

N(3 クランク角センサ（デイストリビュータ）交換

② 日〇リへのクランク角センサからの信号点検

1—1

1 2 3 4 5 6
9 10 11 12 13 14

化. 67
52-485

〇沁 已〇りのコネクタの端子接触点検

(1) 瓦〇じの1117コネクタを分離する。

(2) ボデー側コネクタの端子7にオシロスコープの㊉ 
側プローブを，端子8にアースリ^ー ドをセットす 

る。

(3) エンジンをクランキングさせて，クランク角ゼン

サの信号波形を測定する。

Vパ'

0

ソ广ソ2220…

化. 68 32-484

N6 ステップ⑧
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@) 
I—I

円9. 69 52-486

(^)

(№11314 |)

「19.70 32-544

⑷ い

コネクタ6ターミナル 基準値

(840)—1〜ボデー
導通なし

(兄40) — 2〜ボデー

瓦01；の1117コネクタを分離する。

デイストリビュータの1140コネクタを分離する。 

双方のボデー側コネクタ間の導通を点検する。

コネクタ8¢ターミナル 基準値

(…7)—7〜(卩40)-1
導通あり

(引7) — 8〜怕40) — 2

II40コネクタの端子とボず一間がシヨートして 

ないか，導通を点検する。

1 2 3 4 5 6 隱議
が，8人ァ，

9 10 11 12 13 14 15 16

0ド
クランク角センサコネクタの 
端子接触点検

N6 ーネス，コネクタ修理又は交換

トラブルコードに基づく点検ートラブルコ-ド11

③クランク角センサ〜日〇リ間のハーネス，コネクタ点検
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコ—ド13

トラブルコード彳3 気筒判別センサ

-------- 診断内容------------------------------------------- ---------不具合現象------------------------------- -----------

鲁気筒判別センサ本体不良，センサハーネス不良， 參アイドリング不調

五01)不良 ,#走行性不良

点検手順

回 路 図

52488
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「19.75

1 2 3 4 鞸 議 7 8
9 10 11 12 13 14 15 16

@)

22-492

(1) 瓦011の1117コネクタを分離する。

(2) ボデー側コネクタの端子5にオシロスコープの㊉ 
側プローグを，端子6にアースリードをセットす 

る。

(3) エンジンを始動させ，アイドリング時の気筒判別 

センサからの信号波形を測定する。

「19.76 32-491

[じリコネクタの端子接触点検 N0 ステップ⑧へ

トラブルコードに基づく点検——トラブルコード13

① 気筒判別センサ単体点検

1—1

？19.72 52-489

1=;9.73 32-490

0 ^ ステップ②’

くオシロスコープを用いる場合〉

(1) デイス.トリビュータの1197コネクタを分離する。

(2) センサ側コネクタの端子3にオシロスコープの十 

側プローブを，端子4にアースリードをセットす 

る。

⑶エンジンを始動させ，アイドリング時の気筒判別

センサの信号波形を測定する 〇

以. 74
32-491

1197コネクタのセンサ側でピックアップコイルの抵抗 

を測定する。

コネクタ役ターミナル

㈣)一3〜㈣)一4 730土 1000

N6 気筒判別センサ(デイストリビュータ)交換
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コネクタ6ターミナル

(只97) — 3〜ボデー

導通なし
(闩97) — 4〜ボデー

迟011の1117コネクタを分離する。

デイストリビュータの1197コネクタを分離する。 

双方のボデー側コネクタ間の導通を点検する。

コネクタ没夕ーミナル 巷牟値

⑺17) — 5〜(只97)—3
導通あり

⑻7) — 6〜(闩97)-4

1197コネクタの端子とボデー間がショートしてい 

ないか、導通を点検する。

〇沁
気筒判別センサコネクタの 
端子接触点検 N6 ハーネス.コネクタ修理又は交換

トラブルコードに基づく点検——トラブルコードは

⑧気筒判別センサー〜已〇リ間のハーネス，コネクタ点検

\
/ 
\—

/ 
\
)
/

1
2 
3

-
-
\ 
7

|
\ 

/

-
-

り
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード21

トラブルコード21水温センサ系

—診断内容——

#信号系統の断線，ショート 

水温センサ本体不良

一不具合現象
#始動不良

#加速不良

鲁息つき
鲁アイドリング不調

点検手順|

回路図

1=11フ9 52-495
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トラブルコードに基づく点検——ラブルコード21

① 水温センサ単体点検

N9.80 52-496

0 ^ ステッブ③'

(1)水温センサコネグタ11100を分離する。

⑵センサ側コネクタの端子間抵抗を測定する

コネクタ6ターミナル 基举値

(卩100)— 1〜(卩100)—2
20。〇 : 2〜3^0

50。〇：0,6〜彻

N6 水温センサ交換

② 日0り〜水温センサ間のハーネス，コネクタ点検

㊃
1 2 3 4 5 6 7 8 9 纖 11

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

劃 2 3 4 5 6 7 8
蠡 10 11 12 13 14 15 16

狂？)
1 2 醒 4 5 6 7 8 9 |10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 21 22123 24 25 26

免10¢

(1)已011コネクタ1116, 1117, 1118と，水温センサコネ 

クタ11100を分離する。

⑵双方のボデー側コネクタの導通を点検する。

^9.81 (^100)

(^)

52-497

「19.82 32-498

0^ ど〇リコネクタの端子接触点検

コネクタ没ターミナル

(闩18) — 3〜(闩100)—1

導通あり(…7)-1〜(卩100) — 2

(N6)—10〜(8100)—2

(3) 11100のボデー側コネクタの端子とボデー間でシ 

ョートしていないか導通を点検する。

コネクタ8¢ターミナル

(闩100)— 1〜ボデー
導通なし

(只100) — 2〜ボデー

N<3 ハーネス，コネクタ修理又は交換
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード22

トラブルコード22 ノックセンサ系

-------- 診断内容一---------------------------------------- ——不具合現象---------------------------------------------

鲁信号系統の断線，ショート ま加速不良

ノックセンサ本体不良 參燃費悪化

鲁ノッキング発生

点検手順

回路図

「！9,83 32-487
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード22

①ノックセンサ単体点検

\

52-499

くオシロスコープを用いる場合〉

(1) ノックセンサのコネクタ1196を分離する。

(2) ノックセンサを取外す。

(3) センサ側コネクタの端子2にオシロスコープの㊉側 

プローブを，端子1にアースリードをセットする。

⑷ノックセンサに軽く衝撃を与えて，その時の出力 

波形を測定する。 ，
ご-.': --'- -',二.，， -參渔ソ，鲁籲ノノノ.％，峰.，響％%’ぺパ/逢，/耋籲龜.ノ,’ノ.翁..//籠，ノ、，ノ，，入参..参.人’

纖歲毅?
纖：^^激紹鑛鉍簡:
':ュV:-’ へ二..ノノ：.1' ，ソ..『，‘一..-.系::パ-:::::.丨
~…ベ......、一.：-...：:.:..…-二又:難黎議ビ
::::'基直.、

1
麵

1\\ 1 1

1

くテスタを用いる場合〉

センサ側コネクタ端子間の抵抗を測定する。

コネクタ6ターミナル

⑺96)-1〜（只96) - 2 約5601^0

厂丨’9, 85 
52-500

〇 ^ ステップ②へ N(5 ノックセンサ交換

②ノックセンサ〜日〇リ間のハーネス，コネクタ点検

1 2 3 4 蠡 6 7 8 9 10 11
12 13 14. 15 16 17 18 19 20 21 22

@)

化. 86

「19.87

0ド

(^96)

32-502

巳〇リコネクタ，ハーネスの接触点検

(1)丑011のコネクタ1116と，ノックセンサのコネグタ
1196を分離する。

⑵双方のボデ側コネクタの導通を点検する。

コネクタ6ターミナル

(兄16) — 5〜(只96) — 2 導通あり

(3) 1196のボデー側コネクタの端子とボデー間でショ

ートしていないか導通を点検する。

コネクタ6ターミナル 議囊議議^^^義議,讓議
(896) — 2〜ボデー 導通あり

N0 ハーネス，コネクタ修理，又は交換
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トラブルコードに基づく点検------- トラブルコード23

トラブルコード23圧カセンサ系

——診断内容- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - --------------------------------

鲁信号系統の断線，又はショート

圧カセンサ本体不良

~一不具合現象--------------------------—一一-1
春アイドリング不調，エンスト

春加速不良

#息つき

鲁燃費悪化

点検手順

回路図

「19.88 32-503
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圧カセンサ

@)

も

ド19.89 32-504

圧カセンサコネクタ只36を分離する0 

10 を0Nにする。

ボデー側コネクタとボデーとの電圧を測定する。

コネクタ沒ターミナル 擊議纏!^寒 麵1麵.811,8:戀
(^36)—1〜ボデー 4ソ以上

「ゆ90 52-505

压カセンサコネクタ1136を分離する。

10 8界を〇IVにする。

ボデー側コネクタとボデーとの導通を点検する。

コネクタ公ターミナル 基準値班..辛.、;,

(1^36) — 3〜ボデー 導通あり

〇 X ステップ②へ N6 ステップ③へ

②圧カセンサアースラインの点検

0ド ステップ④へ N6 ステップ⑧

トラブルコードに基づく点検——トラブルコード23

①圧カセンサ電源ラインの点検

\―

^
/ 
\/
 
\/

12
 
3

7
(
\ 
7
(
\ 
/

—
\

、

/ 
\—

/ 
\~

/

12

 
3

/
—
、 
/
(
\ 
/—

\
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード23

⑧ 压カセンサ〜已〇リ間のハーネス，コネクタ点検

(^36)

0^ £01}コネクタの端子接触点検

(1) 10 を〇ド卩にする。

(2) 丑011コネクタ..1116, 1117と，压カセンサコネクタ 

1136を分離する。

⑶それぞれのコネクタの端子間で導通があるか点検 

する。

コネクタ及ターミナル

(只16)—3〜(阳6)—1

導通あり
(816)—4〜…36) — 3

(只16)—丨〇〜⑺36) — 2

⑼7)—1〜㈣) 一2

(4) 1136のボデー側コネクタの端子とボデー間でシヨ 

ートしていないか導通を点検する。

コネクタ沒ターミナル

(1^36)—1〜ボデー

導通なし(只36)—2〜ボデー

(只36)—3〜ポデー

N6ハーネス，コネクタ修理，又は交換

④ 已〇りの出力信号電圧測定

(1)迟〇!；コネクタ，圧カセンサコネクタ全てを結合さ

⑵

⑶

円9- 93 32-508

〇ド巳〇リコネクタ，ハーネス接触点検 N(3

せる。

已011コネクタ1116の端子4にテスタの㊉側を㊀側 

をボァ'一にセットする。

10 3墀を〇させた時と，エンジンをアイドリン 

グさせた時の電圧を測定する。

コネクタ8？ターミナル :.1，/. ^’骑

(阳6)—4〜ボデー

16 5脊01\1 時'

約2,5ソ

アイドリング時
約1^

圧カセンサ不良
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トラブルコードに基づく点検------- トラブルコード24

( トフブ7レコード24 150 ノくノレブ(エアコ ノトロ ーノレノ、ノレフ）)

--------診断内容---------- -------------- ------------------ ----------不具合現象-----------------------^-------------------------

#信号系統の断線，ショート ，アイドリング回転数異常(高い，または，低い）

# 130バルブ本体不良 籲アイドル不安定，エンスト

^始動性不良

点検手順

回 路 図

メインリレー

- 94 32-509
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トラブノレコ に基づく点検 トラブルコード24

① 150バルブの作動音点検

130バルブ

ド19.95 52-324

0^ ステップ②

(1) ァストモードコネクタを結合，リードメモリコネ 

クタを分離の状態にする。

(2) 10 3界を〇にした時に13¢バルブのイ乍動音がす 

るか確認する。

N(3 巳(:じ交換

② 150バルブ単体点検

水温センサー

「19.96

\ ，

52-496

0^ ステップ⑧

(1)180バルブの1139コネクタを分離する。

⑵バルブ側コネクタの端子間抵抗を測定する。

コネクタ沒ターミナル 1 1値

(只39)—1〜(卩39) — 2 約200

N6 150バルブ交換

⑧ 巳〇り〜150バルブ間のハーネスコソクタ点検

」

@)

1 議13 4 5 6 7 8 9 10 11
12 11114 15 16 17 18 19 20 21 22

㉚
1 2 3 4 5 6 フ 8 9 10 羈 12 13

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

(^39)

/

(1 ド

国-画

@)

2

ド19.97 32-512

0^ ステップ④’

(1) 10 8界を〇卩ドにする。

(2) 兄(：11コネクタ1116，1118と180バルブコネクタ1139 
を分離する。

(3) それぞれのボデー側コネクタの端子間，及びボデ 

—の導通を点検する。

コネクタ攻ターミナル

(…6) — 2〜(闩39) — 2

導通あり(…6)—13〜(839) — 2

(…8)—11〜(闩39)—1

(4) 1139のボデー側コネクタの端子とボデー間でシヨ 

ートしていないか導通を点検する。

コネクタみターミナル 基.準.儀：
(^39)—1〜ボデー 導通なし

N6 ハーネス，コネクタ修理，又は交換
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トラブルコードに基づく点検ートラブルコード24

④ 已(：リの出力信号電圧測定

ド19, 98 52-513

(1) 辽(：11コネクタ，130バルブコネクタ共に結合させ

る。

(2) テストモードコネクタを結合，リードメモリコネ 

クタを分離の状態にする。

⑶1¢ 8…を01^にする。

(4) 5(：11コネクタ1118とボデー間の電圧を測定する。

コネクタ没ターミナル :遲，

(闩18)—11〜ボデー

0.5秒毎に2ソ

以下/彳〇ソ以下

に切り換わる

0^ 150バルブコネクタの端子接触点検 N6 已〇リコネクタの端子接触点検
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トラブルコードに基づく点検一-トラブルコード26

トラブルコード26吸気温センサ系

診断内容------------------------------------------ ---------不具合現象---------------------------------- -——

鲁信号系統の断線，ショート 參アイドル不調

籲吸気温センサ本体不良

点検手順

回路図

£0 1)

4

(^28) 吸気温センサ

7

10

2

1

ド19.99 52-514
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ラブルコードに基づく点検——トラブルコード26

① 吸気温センサ単体点検

吸気温センサ

(^98)

円9,100 52-515

0^ ステップ②

(1)吸気温センサのコネクタ1198を分離する。 

⑵センサ側コネクタの端子間電圧を測定する

コネクタ公ターミナル 爭考辱
(891)—1〜（卩98) — 2

20。〇: 2〜純

80。0：0,6〜ル0

N6 吸気温センサ交換

② 吸気温センサ〜已〇リ間のハーネス，コネクタ点検

1 2 3 4 5 6 7 8 9 麵 1？

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

國 2 3 4 5 6 7 8
議養 10 11 12 13 14 15 16

パ狂
1 2 鼸 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

(59？)

ドも101 (^98)
32-497

丄

,1
円9.102 32-498

0 X 巳〇リコネクタの端子接触点検

(1)，瓦011コネクタ，1116, 1117, 1118と吸気温センサコネ 

,クタ1198を分離する。

⑵それぞれのコネクタ端子間の導通を点検する。

コネクタ6ターミナル 鐘^^^^^鱺
(只16) — 10〜(闩98)—2

導通あり(闩17)—1〜(闩98)—2

(…8) — 4〜出98)— 1

(3)只98のボデー側コネクタの端子とボデー間でシヨ 

ートしていないか導通を点検する。

コネクタ汝ターミナル 1111&
(898)—1〜ボデー

導通あり
(898)—2〜ボデー

N(5 ハーネス.コネクタ修理，又は交換
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード31

しトラブルコード31スロットル開度センサ系 1

-------------診断内容-------------------------------------------------------------------- ~一不具合現象-------------------------------- :~~|

籲信号系統の断線，：ショート #加速不良
鲁

鲁スロットル開度センサ本体不良 籲エンジン吹上がり不良

点検内容

回 路

闩9,103 32；18
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ラブルコードに基づく点検——トラブルコード31

① スロットル開度センサ単体点検

卩も104 52-519

0ド ステップ②

(1)スロットルセンサのコネクタ1197を分離する 

⑵センサ側コネクタの端子間抵抗を測定する。

コネクタみターミナル 華準儀

(闩97) — 2〜(卩97)—4 3〜7⑸

(3)スロットルバルブをゆっくりと開閉させて，セン 

サ側コネクタの端子間抵抗を測定する。

コネクタ6ターミナル 基準値

(897)—2〜(只97) — 3
全閉： 0.2〜0.9^0

全開： 2.5〜6.2^0

注意

スロットルバルブの開度に連動して、リニアに変化す 

ること。

！\1 (5 スロットルセンサ交換

② スロットル開度センサ〜巳〇リ間のハーネス，コネクタ点検

㊃

駟 2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15 16

円9-105 32モ20

106 52-521

(1)丘011コネクタ1116，1117とスロットルセンサコネ 

クタ1197を分離する。

⑵それぞれのボデー側コネクタの端子間で導通を点 

検する。

コネクタみターミナル 基準値

(卩16) — 3〜(卩97)—4

導通あり
(…6)—9〜(阳7)—3

(…6)—10〜(阳7)—2

⑼7)—1 〜(卩97)-2

⑶1197のボデー側コネクタの端子とボデー間でショ 

ートしていないか点検する。

コネクタ5¢ターミナル 基爆値
(1^97) — 2〜ボデー

導通なし(997) — 3〜ボデー

(卩97)—4〜ボデー

〇吣 巳〇リコネクタのハーネス接触点検 1\1 6 ーネス，コネクタ修理，又は交換
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ラブルコードに基づく点検 トラブルコード32

トラブルコード32 02センサ系

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -診断网容- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ---------不具合現象-------------------------------------------

鲁信号糸統の断線、又はシヨート 鲁アイドリング不調
〇2センサ本体不良 籲排ガス浄化率悪化

点検手順

回 路

6 0 II
2
3

卜19.107

3^3

〇2センサ

52-522
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード32

①02センサ単体点検

--------------- ---ひ 二

尸 10.108 ------ ノ 了 52-523

(1) エンジンを暖機させた後，エンジン回転数を3,000 

1^)111以上にして約1分間保持する。

(2) 02センサコネクタ1143を分離する。

⑶センサ側コネクタの端子1にオシロスコープの㊉ 
側プローブを，エンジンブロックにアースリード 

をセットする。

⑷エンジンを空吹かしさせて，信号波形の電15を測 

定する。

間欠的に0,5又以上の電圧が出力 

されている

〇王意』

オシロスコープがない場合には，テスタで代用できる 

が，応答性が悪いので，値が平均的に出ることがある 

ので注意すること。

〇 ^ ステップ(1) N6 〇2センサ交換

②02センサ〜巳〇リ間のハーネス，コネクタ点検

ド19-109 52-524

N9.110 52-525

(1)

⑵

(3)

⑷

10 51を〇戸尸にする。

£0じコネクタIII7と，02センサコネクタ1143を分 

離する。

それぞれのボデー側コネクタの端子間の導通を点 

検する。

コネクタ沒ターミナル ム '馨：、靡:.':谁
つ:.錄戀藏汶遺㈣！: 響:龜,

⑻7) — 2〜(⑽一1 導通あり

1143のボデー側コネクタの端子とボデー間でシヨ 

ートしていないか導通を点検する。

コネクタ没ターミナル

(1^43)-1〜ボデー 導通なし

0ド已(:リコネクタハーネス接触点検 N0 ハーネス，コネクタ修理，又は交換
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード33

トラブルコード33車速センサ系

——診断内容------------------------------------------ ---------不具合現象一.-------------—一一 ----------------

-籲俗号系の断線、又はショート 籲アイドリング回転房り不良

春車速センサ（コンネーションメーター内リード3汹） #エンスト
本体不良

春メータケーブル外れ

回路図

コンビネーシヨンメータ

尸 19.111 32-526
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トラブルコードに基づく点検ートラブルコード33

① 車速センサ単体点検

©1

615 148
ハへ.，

㉘
8 7 6 5 4 痛 2 1

…、へ參〆.〜
11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

「19.112 32-527

(1) インストルメントパネルよりコンビネーションメ

一夕を取外す。

(2) メータ側コネクタ卩17の端子3と，ド16の端子9にテ 

スタをセットする。

(3) スピードメータケーブルそう入部をドライバ等で 

回転させて，テスタの針の振れを点検する。

進
ケーブル部1回転毎にテスタの針が 

4回振れる

0ド ステップ②へ N6 コンビネーシヨンメータ交換

② 車速センサ〜巳〇リ間のハーネス，コネクタ点検

4 5 6 8

1 2 3 4 翻 6 7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

㉘
F\^.113

52-528

拳〜 ひ

|@)
12|翻4丨5丨6|フ8

^1

㉘

N9.114

1 2 3 4 5 6 7 8 奪 10 11
12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

(1)コンビネーションメータを取外し，迟(：11コネクタ 

1118を分離する。

⑵双方のボデー側コネクタで端子間の導通を点検する。

コネクタ公ターミナル 嫌身歳
(…8) — 5〜(「17) — 3 導通あり

(3)ド17のボデー側コネクタの端子とボデー間でシヨ 

ートしていないか導通を点検する。

コネクタ公ターミナル 甘 ぐ0基準値
，へ.：.:.:::、"へ.：....‘’.，，人...:-

(闩7) — 3〜ボデー 導通なし

(4)車速センサのアースラインを点検する

コネクタ灸ターミナル

(「16) — 9〜ボデー 導通あり

〇ド

32-529

E^^コネクタの端子接触点検 N6 ハーネス，コネクタ修理，又は交換



トラブルコードに基づく点検 トラブルコード36

トラブルコード36点火系

--------診断内容——；------------------------------- ——不具合現象--------------------------------------

鲁信号系統の断線，ショート 籲エンスト

鲁イグナイタ系不良 9始動不能

点検手順
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード36

イグナイタの1141コネクタを分離する。

103巩を〇にする。

1141のボデー側コネクタの端子とボデー間の電圧 

を測定する0

㊃

闪9,116

1=1
1 2

故ン，上:ベ：

曝 4

52-453

㊀ソ㊉
コネクタ公ターミナル 基傘値

(卩41)一3〜ボデー バッテリ電圧

回路図

ド！9,115

メインリレー

52-444

0ド ステップ②， ⑸（3 電源回路のハーネス，コネクタ修理

\
—
/ 
\
)
/ 
\—

/

1
2 
3

/
(
\ 
^
\ 
,

—
\
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(！

「19.119

0^

② 点火系のアース回路点検

I--- 1
12
3.;警

パ？

コネクタ公ターミナル

(1^41)—1‘〜^ テー
制通あり

(1^41) 一2〜ボデー

ハーネスコネクタ修理，又は交換

(1) 丑011コネクタ1118とイグナイタコネクタ1141を分離する。

(2) 双方のボデー惻コネクタの端子間で導通を点検する。

コネクタ没ターミナル 類^^^^^1^^，

(只18)—7〜(841)—1
導通あり

(…8) — 23〜汨41) 一2

⑶1141コネクタの端子とボデー間でショートしていな 
する。

議
3 4

N9.117 32-454

ステップ⑧

丨6コイル単体点検

(^59)

52-455

0 ^ ステップ④|

巳〇り〜イグナイタ間のハーネス，コ

@)
1 2 3 4 5 6 ま 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 21 22 韆 24 25 26

10 3…を〇卩ドにする。

イグナイタの1141コネクタを分離する。

1141のボデー側コネクタの端子とボデー間で導通を点検する。

コネクタ没ターミナル

(1^41) 一4〜ボデー 導通あり

アース回路のハーネス，コネクタ修理

(1) 10コイルの1159コネクタを分離する。
(2) 10 8^ 〇尸尸の状態で，一次コイル，二次コ

イルの抵抗を測定する。
コネクタ攻ターミナル 基準値

(卩59)—1〜(卩59)—1 約1卜〇

(859)-彳〜センタコードそう入部 約1040

(3) ‘ 1141コネクタを分離して，コイル側コネクタの端

子間で，イダナイタ〜10コイル間の電源ラインを点検する。

コネクタみターミナル 基準瘡
(1:;-':. 」一二、すし也

(^41)一3〜(闩59)—1 導通あり

(4)イグナイタ〜コイル間のコイノ 10ラインを点検する。

コネクタ役ターミナル 基準値
二-ソンノバ.、：..パぐ：..二.、：ペペぐ：.，，.：： ン.こ，、’，

(闩41)一2〜(只59) — 2 導通あり

N6 丨6コイル交換

トラフルコードに基づく点検——トラブルコード36

\
—

/ 
\
/

 
\
/

12
 
3

7
(
\ 
7
(
\ 
7
(
\

鲨
1

/

6

2
：

検点夕クネ
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード36

⑧ ど〇リ点火モニタ信号点検

1—1
@)

13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

26 25 24 攀 22 21 20 19 18 1フ 16 15 14

ド19,122 52-537

0^ £011コネクタの端子接触点検

(1) 601；コネクタ1118の端子23にオシロスコープの㊉側 

フローフを，ボデーにアースリードをセツトする。

(2) エンジンをクランキングさせてモニタ信号の波形 

を点検する。

「丨〇.123 
52-538

N6 ステップ⑦

⑦ 関連部品を分離してのど〇リ点火モニタ信号点検

N9.124

已〇訂用日〇リ

23-364

〇ド 分離して0ドとなる部品を交換

(1) 圮0マ丁用丑011のコネクタド48を分離して，ステッ

プ⑥の点検を行う。
(2) コンビネーションメータを取外して，ステップ⑥ 

の点検を行う。

N6 丨6コイル交換
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トラブルコードに基づく点検--------トラブルコード42

トラブルコード42 アイドルスイッチ系 )
——診断内容------------------------------------------ ——不具合現象------------------------------------------

籲アイドルスイッチ（スロットルセンサ）本体不良 離アイドリング不調、エンスト

鲁信号系統の断線、又はショート
春アイドリング回転戻り不良

鲁加速不良、エンジン吹き上がり不良

鲁走行中ショック

点検手順

回 路
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トラブルコードに基づく点検ートラブルコード42

① アイドルスイッチ単体点検

N9.126 52*540

〇沁 ステップ⑧へ

(1)スロットルセンサのコネクタ1197を分離する。

⑵，スロットルバルブを開閉させながら，センサ側コ 

ネクタの端子間で導通を点検する。

コネクタ妆ターミナル
'"'八‘，，.％人く，：く^、、、V，、鑄.つ％，、'、クン,.父，^"^‘V/眷..’.心:.,、、ぐ，..%，ぐ.、,:.:く參ゞ’〆‘

㈣)一1〜㈣)一2

全閉時

導通あり

2で以上開放時

導通なし

N6 テスップ②へ

② スロットルセンサ取付け状態点検（調整)

スロットルセンサ
(/ 1\ | II1/ \ \

「シクネスゲージ挿入

-127

ロックナット 

アジヤストスクリュ

52-541

@)( 4 3 蒙: 龜

ド….128 32-540

0^ 修理完了

(1)スロットルセンサのコネクタ1197を分離する。

⑵次の条件に合うか，スロットルセンサ本体の取付 

け位置の点検を行う。

①スロットルレバーとストッパの当る部分に0.65111111 

のシクネスゲージを揷入した時にアイドルスイッ 

チが01^となる。

コネクタ公ターミナル 裏繼纖

(卩97)—1〜(闩97) — 2 導通あり

②シクネスゲージを0.85細!に換えた時に，アイドル 

スイッチが'〇孖卩となる。

コネクタ8¢ターミナル

(只97)— 1〜(阳7) — 2 導通なし

(3)条件に合わない場合は，スロットルセンサの取付 

けスクリユを弛めて，本体を回転させることによ

つ て調整して見る。

意)

暖機が不充分だと，ファーストアイドルカムの働き 

により，スロットルレバーがストッパ位置まで戻ら 

ないので，必ず暖機を充分に行い，スロットルレバ 

一がストッハ0に当っていることを確認してから，点 

検-調整を行うこと。

N6 スロットルセンサ交換（調整不能の時)
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード42

⑧ アイドルスイッチ〜巳〇リ間のハーネス，コネクタ点検

(&6)

1 2 離 4 5 6 7 8 9 嬲 11
12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

㊃

:森 2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15 16

「19.129 52.543

(^97； (11^^13)

⑽130 52-544

(1) 玨011のコネクタ1116, 1117と，スロツトルセンサの 

コネクタ尺97を分離する。

(2) それぞれのボデー側コネクタ端子間の導通を点検 

する。

コネクタ8¢ターミナル 基寒：値

(816) — 8〜(只97)—1

導通あり(只16)—10〜(闩97)—2

⑼7)—1〜⑽7) — 2

(3) 1197のボデー側コネクタの端子とボデー間でショ 

ートしていないか，導通を点検する。

コネクタみターミナル
终级ハ.:濟洗赞汉微祕餘％衡路甘 ぐ徐 ^華类値

(卩97)—1〜ボデー
導通なし

(897) — 2〜ボデー

0 ^ 巳〇リコネクタの端子接触点検 (3 ハーネス，コネクタ修理，又は交換
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード52

トラブルコード52 クラッチ信号系(日〇ソ丁のみ）ハ)

-------- 診断内容------------------------------------------- ---------不具合現象-------------------------------------------

籲信号糸の断線、又はショート 

籲圮〇乂丁用圮011不良

鲁アイドリング不調、エンスト

点検手順

— ~ 回 図一""醒 〜画圍 ―11 圍 II ......... - —， ！ ―画圓圓，

円9,131 52-545
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円9-134

10 3界を〇ドドにする。

五〇卩丁用五011の卩48コネクタを結合させる。 

エンジンを始動させる。

E^VT用E011のコネクタ端子とボデー間の電圧を 

測定する。

コネクタみターミナル
，為遺ビ:'て:::.，I，く'.、::'—へ益レ':.'::，..，：：參 （

(ド48)—8〜ボデー

问レンジ：

バッテリ電压

〇レンジ：

1V以下

(&)

1 フ 6 5 1——1 1 4 3 2 1
18 17 16 小514 13 12 XI 11 10 9

82-548

〇ぺ
巳从阿用日〇リコネクタのハーネス
接触点検

N6 日ぴ/丁用日〇リコネクタのハーネス接触点検

ラブルコードに基づく点検——トラブルコード52

① 日〇ソ丁用巳(:リ〜日171卩丨用日〇リ間のハーネスコネクタ点検

@)
1 2 3 4| 0^15 6 7 名:
9 10 11 )(|12131415〇^ 16 17 18

の拳

@)
13 14 15 16 17 18 錄 20 21

11

㊃
1 2 3 4 5 6 718191 10 11

11 13 14 15 16 17 18|：̂20 21 云

闩9.132 32-546

(1)五〇又丁用瓦011のコネクタド48と五1\1？1用6011のコ 

ネクタ1116を分離する。

⑵双方のボデー側コネクタの端子間の導通を点検する 〇

コネクタ4ターミナル

(「48)—8〜屮16)—19 導通あり

⑶1116のボデー惻コネクタの端子とボデーとでシヨ 

ートしていないか導通を点検する。

コネクタ8¢ターミナル

(…6)—19〜ボデー 導通なし

0^ ステップ②’ N6 ハーネス，コネクタ修理，又は交換

② 用巳〇じ点:検

\

〇 V中

1 1

@)

1 2 3 4 0113 | 5 6 7 漏
9 10 11 く 12 13 14 15 X16 17 18

卩 19.133 32.547

0ド ステップ⑧

(1)用丑〇；のコネクタ1116，1117，1118を結合，

五(:VI用五011のド48コネクタを分離の状態にする。 

⑵10 31を01^にする。

(3)瓦(：又丁用迟(：11コネクタ卩48のボデー側コネクタの 

端子とボデー間の電圧を測定する。

コネクタ冷ターミナル 藝墨議墨!!^18

(ド48) — 8〜ボデー バッテリ電压

N(3 〔闈卩丨用巳(:リコネクタのハーネス接触点検

-
--
/ 
\
-
-
-
/ 
\
-
-
-
/ 
\
-
-
-
/

1
2 
3 
4

/

-
- 
7
(
\ 
-

-̂
 
/

-
V
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トラブルコードに基づく点検一ートラブルコード54

-------- 診断内容------------------------------------------- -------- 不具合現象-------------------------------------------

吸気ダクト、インテークマニホールド、及びホース、 籲アイドリング回転戻り不良

ニップル類の外れ、弛み、抜け等 籲エンジン吹上がり不良

点検手順

点検はエンジンを充分に暖機した後に行うこと。
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード54

回路図

卩 1.9.135 82-549

①吸気系のエア漏れ点検

次の点を中心に点検する。

(1)インテークマンホールドの外れ，弛みほないか。 

⑵インテークマンホールドは指定の方法で接続され 

ているか。

(ガスケットの抜け，ボルト.ナットの締付トルク

不足等） ^
⑶ホース，ニップル類の抜け，弛みはないか。

闩9.136 32-550

ステップ②へ N(3エア漏れ修理，又は部品交換
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ド….137

(1疋〇じの只16コネクタを結合させたままの状態で、テスタの㊉側 

を端子4に、㊀側をボデーアースにセットする。.

⑵同時に吸入管負圧を測定する用意をする。

(3) エンジンを始動し、少しつ'つアクセルを踏んでいく。

(4) 吸入管圧力の変化と、電圧の変化の様子を点検する。

く參考〉吸入管圧カニ吸入管負圧小大気圧(7501X11111^)である。

ニップル

@)

11 10 9 8 7 6 5 誠 .3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 151 14 13 12

52-551

トラブルコードに基づく点検——トラブルコード54

② 圧カセンサからの入力信号点検

〇ド ステップ⑧ N6 圧カセンサ配管点検(つぶれ、破れ、抜け等
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トラブルコードに基づく点検—トラブルコード54

③ スロットルセンサ取付け状態点検（調整）

-シクネスゲージ挿入

X广ロックナッ

「19.139
アジャストスクリュ

32-541

@)(

化.140 52-540

0^ ステップ④，

(1)スロットルセンサのコネクタ1197を分離する。

⑵次の条件に合うか，スロットルセンサ本体の取付 

け位置の点検を行う。

①スロットルレバーとストッパの当る部分に0.65刪 

のシクネスゲージを揷入した時にアイドルスイッ 

チが01^となる。

コネクタ及ターミナル 議^&議圓

(只97)-1〜(只97)-2 導通あり

②シクネスゲージを0.85111111に換えた時に，アイドルス 

イッチが'〇孖卩となる。

コネクタ公ターミナル 鼴'準値:'

(897)—1〜沪97) — 2 導通なし

⑶条件に合わない場合は，スロットルセンサの取付 

けスクリユを弛めて，本体を回転させることによ 

つて調整してみる。

0爰機が不充分だと，ファーストアイドルカムの働き 

により，スロットルレバーがストッパ位置まで戻ら 

ないので，必ず暖機を充分に行い，スロットルレバ 

一がストッパに当っていることを確認してから，点 

検-調整を行うこと。

N6 スロットルセンサ交換（調整不能時)
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ラブルコードに基づく点検——トラブルコード54

④ スロットル開度センサからの入力信号

圧カセンサ (1)全ての已(：11コネクタ，及び圧カセンサのコネクタ 

を結合させる。

⑵瓦011コネクタ1116を結合させたままの状態でテス 

夕の㊉側を端子9に，㊀側をボデーアースにセッ 

卜する。

(3)スロットルバルブを徐々に開いていった時電压の 

変化を測定，点検する。

52-558 円9,142

〇沁 ステップ⑤ N<3 スロットル開度センサ系点検(トラブルコ-ド3丨を參照)

⑤ 闩〇〇バルブ〜日〇リ間のハーネス，コネクタ点検（エアコン付車のみ)

㉘宙

「！9,143

⑩
T 2 3 4 3007

9 10 11 12 1^815 
戈公ギ㈣,國』 16

〇華

32-559

(1)迟011コネクタ1117とド100バルブコネクタ1154を 

分離する。

⑵双方のボデー側コネクタの端子間で導通を点検する 0

コネクタみターミナル #隼儎
(…7)—14〜(854)—1 導通あり

0ド ステップ(1) N0 ハーネス，コネクタ修理，又は交換

ド

⑧ 円(：0バルブ作動点検（エアコン付車のみ)

ソレノイドバルブ

F\^.144

〇沁

52-560

日(:リコネクタの端子接触点検

(1) エンジンをアイドリング状態で，エアコンを〇ド卩 

にする。

(2) ド100バルブの大気側ニップルからホースを抜き， 

エアの吸い込みがない事を確認する。

N6 ド100バルブ交換
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード62

トラブルコード62電気負荷信号系

——診断内容------- ----------------------------------- -------- 不具合現象-------------------------------------------

信号系の断線、又はショート 籲アイドリング不調

各電気負荷不良 籲アイドルアップしない

点検手順
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トラブルコード62トラブルコードに基づく点検

广-回 路 図

サーモスイッチ ラジェータファン

@)

已〇リ

㉘

16 丫你

2

16

88
〇㈧

(バン，.
8しトフイのみ)

他6

口
リアデフオッガ リヤデフォッガ 

スイッチ

ライティングスイッチ

12

9

7

\ ，1 II
㈠し "し N13 ㈠リ

8 9 9 9 9 9 9
丁 〇 6 〇 〇 6 6
巨 〇 〇 〇 ？ 〇

㈠し 6
㈠リ 6 6 6 6

2

3
№10(昍)
も11(し㈠） 30八ヘッドランプ

№9
60八

。 内

㉘
㈧

2

\
$1 〇??

6 〇 9 9

众〇。 6 6

51

10 る 〇
6

16スイッチ

ドル145 52-561
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード62

① 各電気負荷部の単体点検

円9-146

リアデフォッガモニタランプ

52-562

ライティングスイッチ

ド19,147 32-563

くリアデフォッガ回路点検〉

リアデフォッガ5界の〇N/0FF応じて，コンビネー 

シヨンメータ内のリアデフォッガモニタランプが点 

灯/消灯するか確認する。'

簿^^^^
5西〇1\1一—点灯

霧…
醮翁鑛麵 5西 -—消灯

くへッドランプし〇ビーム回路点検〉

へッドランプをし〇ビームにして，スイッチを〇!^/ 

〇卩卩させた時にへッドランプが点灯/消灯するか 

確認する。

‘':'へ.:':. 
^11難;:1 5育01\1-―^し〇ビーム点灯
:要^.鐵鷀議誠擊耀齡 纖聽黎華峰舞 燃!^^^薄 5西 —へッドランプ消灯

くヘッドランプ㈠丨ビーム回路点検〉

ヘッドランプを妞ビームにして，スイッチを©N7 

〇ドドさせた時にへッドランプが点灯/消灯するか 

確認する。

麵 5西〇卜—>N1ビーム点灯

5西 —へッドランプ消灯

くラジェータファン回路点検〉

(1) ェンジンを始動させる。

(2) アイドリング状態で放置しておき，ラジェータフ

アンが正常に作動するか点検する。 ，

1*1一定時間毎に⑽/〇ドドを繰返す

ステップ② N6 各電気負荷回路修理
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ラブルコードに基づく点検——トラブルコード62

② [〇リへの電気負荷信号点検

㊃

13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 攀 15 14

円9.148 82-565

@)

13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 圓 II

26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14

149 32-566

8 7 6 5 4 3 2 1
攀 15 14 13 12 11 10 9

㊃

F\^.150 32-567

(1) 6(：11コネクタを結合させたままの状態で10 3界 

を0Nにする。

(2) リアデフォッガ3界を〇N/0FFさせて，瓦(：11への 

電気負荷信号の電圧を測定する。

⑶

⑷

0^ E〇リコネネクタの端子接触点検

コネクタみターミナル ㈣ぼ

(只彳8)—16〜ポデー

〇⑸ バッテリ電圧

0^ 〇ソ

ヘッドランプをロービームにして，ヘッドランプ 

3^を0N/0FFさせ，远011への電気負荷信号の 

電圧を測定する。

コネクタ及ターミナル

(只18) — 2〜ボデー
〇问 1V以下

バッテリ電圧

へッドランプをハイビームにして，へッドラン 

3界を〇N/0FFさせ，6011への電気負荷信号の電 

圧を測定する。

コネクタみターミナル

(卩彳8)— 1〜ボデー

〇㈧ 1V以下

バッテリ電圧

⑸エンジンを始動させて，アイドリング状態で放置 

する。

(6)ラジェータフアンの0N/0FF時にそれぞれの，E^^]

への電気負荷信号の電圧を測定する

コネクタ各ターミナル 漏：綱纏漏:::.::議嫌?纔懸縿纖

17)—16〜ボデー

〇问 1 V以下

バッテリ電圧

N6 ステップ⑧へ
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード62

⑧ 各電気負荷部〜已〇〇間のハーネス，コネクタ点検

よ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 華 19 20 21 22 23 24 25 26

④

151 32-568

「19.152 52-569

円か153 52-570

0^ [〇リコネクタのハーネス接触点検

くリアデフォッガ5评〜巳〇リ間〉

(1)已〇!；の1118コネクタ，及びリアデフォッガ3界の 

沁8コネクタを分離する。

⑵双方のコネクタの端子間で，導通を点検する。-

コネクタ6ターミナル

(^18)-16-(108)-1 導通あり

くライテイング5西〜巳〇リ間〉

(1) 011の1118コネクタ，及びライティング3界ハーネ

スの孖14コネクタを分離する 0

(2)双方のコネクタの端子間で導通を点検する。

コネクタ公ターミナル

(818) — 2〜(ド14) 一 3
導通あり

(只18)—1〜(闩4) 一 9

くサーモ5西〜日0リ間〉

(1) 丑011の1117コネクタ，及びサーモ5界の1199コネク 

夕を分離する。

(2) 双方のコネクタの端子間で導通を点検する。

コネクタ没ターミナル

(…7)—16〜(只99)—1 導通あり

N<3 各ハーネスコネクタ修理，又は交換
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トラブルコード63 ヒータブロア信号系 ）

——診断内容——

籲信号系の断線、又はショート 

鲁各電気負荷部3…不良

—不具合現象------------------------------------
癱アイドリング不調- 

鲁アイドルアップしない

春エアコンが〇]^しない。又はヒータが〇ドド 

なのにェアコンが作動する。

点検手順

回 路

60八

@) 15 6^

㈣
16スイッチ

以.154

№17
2

5丁 〇㈧ 八〇〇 0FF

6 〇 ？ ？

八(：(： 〇 4
57

10 〇

0 6

し〇

〇广 2

@)

0『
0「㈧
0「8

4
@)

ブロアファ 
モータ

ロアファンレジスタ

ブロアファンスイッチ

0『8

0「卯

〇
8

2

3

4

0FF

1-^0 
2〇

由
52-571
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ラブルコードに基づく点検——トラブルコード63

① ヒータブロアの作動点検

通謂レバー 内外気切換レバ.
^スイッチ

円9.155

(1) 10 を〇]^にする0

(2) ヒータブロア3界を〇1^0ド卩させて，ブロアファ 

ンの作動を点検する0

5^ 〇ドド—ブロアモータ停止

5西1段—風量弱

5…2段—風量中

5西3段—風量強

0^ ステップ②へ N6 ヒータブロア回路修理

② 巳〇11への入力信力点検

(1) 10 3,を01^にする。

(2) 丑011の1117コネクタを結合させたままの状態で， 

テスタの㊉側を端子15へ㊀側をボデーアースに 

セットする。

⑶ヒータブロア3巩を0X70？？させて，電圧を測定 

する。

コネクタ6ターミナル Iプ獒'準’鐵：

(只17)—15〜ボデー

0^ バッテリ電圧

1段〜3段 1V以下

0^ E〇リコネクタの端子接触点検 N6 ステップ⑧へ

⑧ ヒータブロア5评〜日0リ間のハーネス，コネクタ点検

圓2丨3丨4]

㉘

1 2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 讎 16

「ゆ157 52*574

0^ 巳〇リコネクタの端子接触点検

(1)10 3…を〇ド卩にする 〇

(2)已011の1117コネクタ，及びヒータブロア3贾コネク 

タド41を分離する。

⑶双方のボデー側コネクタの端子間で導通を点検す 

る。

コネクタみターミナル ハ,： ： ：：：^：：；--，,,,:'ノ:..ご.：

(…7)— 15〜（ド41)一1 導通あり

N6 ーネスコネクタ修理，又は交換
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7 セレクトモニタによる点検
身 分-

セレクトモニタ機能の「ド」モードにより，センサ，アクチュエータの特性を測定して基準データと比軽し，不具 

合原因となっている項目を点検。

-------- 診断内容------------------------------------------- ——不具合現象------------------------------------------

センサまたはアクチュエータ系の特性異常 瘳リードメモリ，IIおよび！)チェックの点検で、トラ

ブルコードが出ず，また，現在，過去において，不

具合が発生している場合

点検手順
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ケ〇 〇 I 年式…八⑺

セレクトモニタによる点検——^尸〇〇，ド01

—測定条件

10 3 XVがの時

—基 準 値--------------

く表示内容〉

1990 (「00)

5八閘日八闩

基準値外の時の点検

〇〇1【 バッテリ電圧〈V日)

—測定条件------------------------------
(1) 10 3评01^ の時’

(2) エンジン暖機後のアイドリング（800卬111)

状態の時

基準 値
く表示例〉

V 8 (「〇1)

12^

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検 ド〇 3，ド〇 4

ケ〇 3 車速信号（ソ5户)

一一測定条件------------------ -------------——

車体をリフトアップした後、エンジンを始動し、ギ 

アを入れて、スピードメータが401011/ヒを示す様にア 

クセルを踏込む。

基準 値
〈表示例〉

スピードメータ表示と331\！表示を比較

基準値外の時の点検

^0 4 | エンジン回転数（日只巳ソ)

一測定条件-------------------------------
エンジン回転数を一定にして測定する。

エンジン回転数は64⑻印⑺を超えないこと。

—基 準 値------------------- ：------------
く表示例〉 ： ^ 7

EF¢E V ㈣4)

8 0 0「口⑺

[基準値^タコメータと同様な数値である。1

-基準値外の時の点検------------------------------------------------------------------------------------

1 タコメータ ---------------- --タコメータ指示値の点検
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セレクトモニタによる点検 ド〇 6，下〇 7

00 6 1= 水温信号（丁有） ）

—測定条件——-------------------------------
エンジン暖機後の、アイドリング（800卬⑺）状態の

時。

基準値外の時の点検

〔ド〇 7 1= 点火時期（八0ソ5)

一一基 準 値--------------- ----------------
く表示例〉--------------------------------------- :---------------

丁西 （厂0 6)

+ 80 01620 

75~100〇〇1

測定条件
エンジン暖機後の、アイドリング（8⑻卬状態の

時0

基準 値
く表示例〉

ド0 7で表示される点火時期の数値は、5 (：！；内部での演算値である為、実際に測定した場合の数値とは 
一到しないことがあります。

基準外の時の点検
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セレクトモニタによる点検 「10,ド11

10【 スロットル開度（丁!"!V〉

一測定条件-------------------------

エンジン暖機後に停止して、10 3评を 

0；^にした状態の時。

基準 値
〈表示例〉

丁㈠V (厂10)

22.00162

全閉：約11(3〜19)0162 
全開：約95(85〜103)6明 
全閉から全開の間でアクセルの 
踏込みに比例して変化すること

基準値外の時の点検

〇17〗1【 インジヱクタ噴射幅（丁旧)

一測定条件--------------------------------------
(1)エンジン暖機後のアイドリング（8001^)111) 

状態の時。

⑵電気負荷部（リアデフォッガ、ヘッドランプ、 

ラジェータフアン）、及びエアコンが〇卩卩の時。

基準値外の時の点検

基準 値
く表示例〉 丁 1 IV！ (「11)

3.1^5

"丁 ： 2.0〜3.2⑺5 

巳〇ソ丁： 2.3〜3.5⑴5
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セレクトモニタによる点検 尸12，厂13

15¢バルブデ ユ テイ（15¢)

測定条件
(1) エンジン暖機後のアイドリング…〇〇卬⑺）の状態の

時。
(2) 電気負荷部（リアデフォッガ、へゞ ドランフ。、ラ

エータフアン）、及びエアコンが〇ド卩の時。

(3)バッテリ電圧が13ゾ以上。

(4诳0ン丁車では、''，又は''9"ポジション。

基準 値
く表示例〉

1 5 0 (「12)

3 0%

15〜40% 1

:調整する際には25 土 5%にすること

基準値外の時の点検

ド1 02センサ信号（02)

測定条件

エンジン暖機後に、回転数を30001^111に保持した状 

態で測定。

基準 値
く表示例〉

02

0.88V

(「13)

〇〜丨V間で変化する

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検 ド14，ド15

〔门4 ^^0^センサ信号!\^3乂（02⑴狀)

——測定条件"--------------------

爆エンジン暖機後、回転数を30001'口爪に 

保持した状態で測定

—基 準 値
〈表示例〉

02印3乂 …14 )

0.90V

基搴値 、 0.5〜1,0ソ

基準値外の時の点検

「15 I： 〇2センサ信号!\^丨11(02⑴I门)

一測定条件------------------------
鲁エンジン暖機後、‘回転数を300011)111に 

保持した状態で測定

一一基 準 値
〈表示例〉

02⑴111 (「15)

0.12V

基睡 0,0〜0,5ソ

基準外の時の点検
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セレクトモニタによる点検------- ド16,ド2 0

空燃比補正量（众し卩㈠八)

-測定条件-------------------------

鲁エンジン暖機後、回転数を30001'口 111に 

保持した状態で測定。

-—基
く表示例〉

- 丨〇〜十彳〇%の間で変^]

準—値-------------------------------

八し户㈠八 ⑹6)

-3.2%

基準値外の時の点検

〔「2 0 吸入管圧力（171八问1卩)

測定条件

鲁エンジン暖機後のアイドリング状態の時。

基準 値
〈表示例〉

げ2 0)

闓丁 ： 280〜400巾⑺N2 
已〇ソ丁： 300〜420171⑺㈠忌

※値は絶対圧表示である

基準外の時の点検

1 圧カセンサ
(1) 圧カセンサ単体点検…56 )
(2) 圧カセンサ配管点検

2 吸気系 吸気系エア漏れ点検(1=^80 )

3 £01) £01)コネクタのハーネス接触点検

10ド

日〇リ交換
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セレクトモニタによる点検------- 「2 8,「2 9

2 8 ^吸気温信号（丁㈠八）
一測定条件----------------------------

エンジン暖機後のアイドリング状態の時。

—基
く表示例〉

20て〜70。プ |

、外気温度、エンジン房内温度等により基準値を外れることがある

準—値-------------------------------

丁!"！八 屮28)

4001650

基準値外の時の点検

し「2 9

測定条件

エンジン暖機後のアイドリング状態の時。

基準 値
〈表示例〉

Vド⑽ (ド2 9 )

2,50ソ

2,0〜3,0ソ

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検 「八1

1I スイツチ1(5^1)

表示内容

し £0 1\1〇. 信号 名 記号

1

2 テストモード じ0

3 リードメモリ 刚

4 ヒータブロア信号 N8

5

6 エアコン信号 八〇

7 クラッチ信号（ど(:IVのみ） (:し

8 電気負荷信号 巳し

9 アイドルスイツチ 10

10

じ0 N8 —

八 〇し 巳し 10 —

1丨し2」し3 Iし4 Iし5

61「7| 18]「9| 10 ド丨9,158
------------------ ------------- ------------- -------------- 32-575

—基 準 値-------------------------------------

(1)テストモードコネクタ結合時：N0.2 1^0点灯 

テストモードコネクタ分離時.：N0.2 1^0消灯 

⑵リードメモリコネクタ結合時：版3 1^0点灯 

リードメモリコネクタ分離3寺：N0.3肖灯

(3)ヒータブロア8界が〇Xの時：吣41^：0点灯 

ヒータブロア3界が〇ドドの時：N0.4 1^0消灯 

⑷ェアコンが〇の時：N0.6し迟〇点灯

エアコンが〇ド卩の時：N0.6乙圮〇ネ肖灯 -

⑸辽〇乂丁車において，ェンジン始動後 

0レンジの時：N0. 71^0点灯 

Xレンジの時：N0. 71^50》肖灯

(6) 電気負荷部（リアデフォッガ、ヘッドランプ， 

ラジェータフアン）において

いずれか一つでも01^の時：N0. 81^0点灯 

全てのものが〇ドドの時：N0.81^：0消灯

(7) ェンジン暖機後

アクセル解放の時：N0. 9し迟〇点灯 

アクセル踏込みの時：N0.91^0消灯
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セレクトモニタによる点検 ド八1

路

㊃

已0じ

㊃

㉚

19

6
.8

8(3 ^

丫し

9

11

14

80

13 6 7^71

6 6 1
，- - 〇

7 80 8(3
1

2
^~

9

スロットルセンサ

丫し

8「

6汨〇ソ了のみ)

8
日0 V 丁用

E 0じ

〇
テストモードコネクタ

0

し9… リードメモリコネクタ

し
ド1卬バルブ

8

+エアコンリレ

1
^ ^2 V V V V V

8「仰
丫㈧

2

16 8し

(±)

2 1
パ 卜

1— 0-1 ―1

3

し〇ビーム 
㈠！ビーム

9 12

2

リア 
デフォ
ッガ ,

リヤ ライティング
デフォッガ 5收

V

2 3

ラジェータ 
ファン51111

ロアファン⑽

闩9,159 52-576
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セレクトモニタによる点検——ド八2

(^「八2 I スイッチ2 (5^2)

表示内容

し巳〇 ！\1〇. 信号 名 記号

1

2 -

3
-

4 150バルブ診断 01

5

6

7 E¢TVのみ車識別

8

9 ジャンパ線 。し

10 1

01

— ⑽ —一」し 一-

」1じ]ド彳い」ド

6 I [7】[8ぃ91[10

闩9,160 32-577

—基 準 値------------------------------------

⑴テストモードコネクタ結合で，3狐が 

(エンジンは〇卩ド）の時：N0.41^0点滅 

(2) 車の時：N0. 71^0点灯

皿了車の時：N0. 7 1^0消灯 

⑶兄011近くの分離された状態にある2極の赤

いコネクタ（ジャンパ線）を

結合させた時：N0.91^0点灯 

何もしない時：N0.9 1^0消灯

尸は161 32,578

回 路 図
150
バルブ

メインリレー

ド；9,162

@)

E 0 1}

@)

㊃

〇

2

13

21

11

22

闩

円
8

8

6

11

13

6

し9 丫

11 0

0：

〇

5
1 2 6 1 2

№13 30八

日㈧ №4

⑱」㈣
(^28)

16 5抑

〇八

令

6
し9 丫 2 ジャンパ線

1*1

㉞ 念

32-579
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セレクトモニタによる点検 ド八3

(^「八3〕 スイツチ3 (5\^3)

表示内容

し已〇 N0. 信号 名 記号

1 エアコンコンブレッサリレー出力信号

2

3 エアコンメイランプ出力信号 〇巳

4

5

6

7

8 丨05バルブ出力信号 15

9 フューエルポンプリレー出力信号

10

八6 び 八〇 ―1

15

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10
^19,163 52-580

—基 準 値--------------------------------------

(1) エアコンコンプレッサが0Nの時：恥11^0

点灯
の時：N0.2 1^0消灯

(2) メータ内チェックエンジンランプが

点灯の時：吣31^：1)点灯 

消灯の時：他，31^：1)消灯

(3) 10 3界が〇で，ヒータブロアが

01^の時:吣41^：1)点灯 

〇孖ドの時：恥化玨〇消灯

(4) テストモードコネクタを結合させて，10 8界 

を(エンジンは〇孖ド）させた時：恥81^0 

点滅

⑸3界が〇X (エンジンは〇ドド）後，

2秒間：腳1^0点灯 

2秒以後：齡1^0糌灯

回 路
メインリレ-;な“^エル

フューエル 
ポンプリレー

Iック
エンジン

ド….164

コンブレッサ1 ド丨〇〇 
マグネット 丨 づルブ.
クラッチ マグネット八/〇 メイ

クラッチ リレー
リレー

高低圧 
カット溯

、スーノくーチャージャ 

コンビネーションメータ

八/〇コントロー ル 
ガス温洲ユニット

タコ無 クコ付

2 (N7) - 6 (「16)-13

匕 (「16)-15 (「16)-15

0 (N6)-18 (卩16)-19

82-581
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(^八4 スイッチ4 (5^4)

セレクトモニタによる点検ード八4

表示内容

し£0 N0. 信号 名 記号
1

2

3
4

5
6
7
8

9
10 〇2リツチモニタ信号 02

02

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10
ド丨9,165 52-582

一一基 準 値------------------------------------

(1) 02フィードバック実行中に

八/厂リッチ信号出力中：X0.1011^0点灯 

八/ドリーン信号出力中：ゞ0.10し瓦〇消灯

回路図

02センサ

「19.166 32-522
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セレクトモニタによる点検--------「八4

基準値外の時の不具合症状

モード. 不具合 症状

ァ〇丨 V 8
ランプ数が暗くなる、ランプ切れ、ェンスト、始動不能（バッテリ上がり）、

バッテリオーバチャージ（バッテリ劣化）、チャージランプ点灯

尸0 3 V 3 ？ エンスト、アイドル回転戻り不良

尸0 4 ど只已V エンスト、アイドリング不調

尸0 6 丁西 始動性不良、燃費悪化、加速不良、アイドリング不調

ド0 7 八V 0 3 アイドリング不調

「丨0 丁㈠V 加速不良、ェンジン吹上り不良

ド丨丨. 丁丨IV！ エンスト、アイドリング不調、加減速不良、アフタファイヤ

厂丨2 1 3 0 ェンスト、アイドル回転戻り不良、アイドル回転数低下、始動性悪化

尸丨3 0 2 アイドリング不調

厂丨6 八し？㈠八 アイドリング不調

「2 0 IV！八 1\1 丨，「 ェンスト、アイドリング不調、加速不良、燃費悪化

尸2 8 丁㈠八 アイドリング不調、燃費悪化

尸2 9 V ^ ド ノッキング発生

「八丨

し巳〇 №.2 11 0 〇チェツク不能、又はチェックエンジンランプの誤点灯

しこ〇 №.3 卩IV！ トラブルコード読出し不能、又はチヱックェンジンランプの誤点灯

し巳〇 №.4 -㈠8 ェアェン作動不良、アイドルアップしない

し巳〇 №.6 八〇. ェアェン作動不良

し巳〇 N0.7 (:し エンスト、アイドリング不調

1^0 №.8 5し ェンスト、電気負荷部使用時にもアイドルアップしない

LE0 N0.9 10 加速不良、アイドル回転戻り不良

ド八2

し巳〇 N0.4 0 1 ェンスト、.アイドル回転戻り不良、加速不良、ェンジン吹上がり不良

し已〇 №.7 1 IV！ エンスト、アイドリング不調、チェツクエンジンランプ点灯

1^0 N0. 9 」し アイドル回転戻り不良

「ハ3

し巳〇 N0. 1 八闩 ェアコンプレッサが作動しない

LE0 №.3 (:巳 チェツクエンジンランプ点灯不良

し巳〇 N0.4 八0 エアコン作動不良

し巳〇 N0.8 1 .3 ェンスト、アイドル回転戻り不良、アイ’ドル回転数低下

し已〇 N0.9 ド？ 始動性不良、エンスト

下八4 1^0 N0.10 0 2 アイドリング不調
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8 不具合現象に基づく点検

ここでは，不具合現象別推定原因を一覧表にまとめてある。

自己診断でトラブルコードを表示しない不具合のトラブルシューティングに活用する。

不具合現象別トラブルシューティングは，まず，問診内容と基本点検結果を整理し，不具合現象別推定原因一覧 

表と照らし合わせて点検の優先順位を決定し，系統別，部品別に順次点検を行い，トラブルシューティングを行う.

注意I不具合現象が再現しているにもかかわらず，.自己診断で異常が検出されない理由として，自己診断の異常

検出範囲外で不具合が発生している場合と，自己診断系統以外で不具合が発生している場合とが考えられる

く点検手順〉
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不具合現象に基づく点検

不具合症状

主原因

エンジン始動不能 ア
イ

ド、

ン
グ
不
安
定

定
速

行
不
良

加
，速

不
良

ア
ゴ

ド、
ル
回
転
戻

不
良

八
ツ
ク
フ
ア
イ
ャ
十
フ
夕
フ
ァ
イ
ャ

ノ
ン

キ
ン
グ

燃
曼

悪
化

走
行
中
シ
3
ソ

ク

エ
ン

ン
吹
上
が
り
不
良

走
行
中
工
ン
ス

卜

エ
了
コ
ン
不
作
動

初
爆
な
し

初
爆
あ
り

完
爆
後
ェ
ン
ス

卜

已01|(電源ふアース回路） 〇 八

圧カセンサ ❹ 〇 八 八 八 八

吸3^温センサ 八 八

水温センサ 八 〇 八 八 八 八 八 八

，アイドルスイツチ
/

〇 〇 八

スロット開度センサ ：%) 〇 八 〇

フューエルポンプ 〇 〇 八 八 へ 八 八 八 八

プレッシャレギュレータ 〇 〇 八 〇 〇 〇 八 八 〇 八

フューエルインジエクタ 八 八 八 〇 〇 〇 〇 八 八 八 八

イグナイタ 〇 八

16コイル 〇 八
身

スパークプラグ 〇 〇 〇 〇 〇 八

ノックセンサ 〇
-

気筒判別センサ 八 八 八

クランク角センサ 〇 〇 八

130バルブ 八 八 〇 〇 八 八

02センサ

吸気系（エァ漏れ） - 〇 八

ファーストアイドルカム⑽八乂） 八 八 八 八 〇

車速センサ 八 〇

クラッチ信号 八

電気負荷信号

エアコン信号 〇

ビータブロア信号 八 〇

已…丁用巳(:リ不良 -

テストモードコネクタ、リードメモリコネクタを 
結合させたまま 八

エンジン〜ボデー間アース不良 〇)

ァイドリング調整不良 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 ❹ 0

スロットルワイヤ調整不良 ❹

バルブクリアランス不良 八 八 〇 八 八 八 八
奪

く注記〉点検手順©4〇—八
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手 順

クリアメモリモードは，メモリされたトラブルコードを消去（クリア）するモードであり，修理が完了した際に 

実行する0

くセレクトモニタを使用しない場合〉

(1) 10 を〇厂严にする。.

(2) テストモードコネクタ，及びリードメモリコネク 

夕共に結合させる。

(3) 0チヱックを実施する。

(〔5〕0チェックの実施手順を参照）

(4) チェックエンジンランプが〇尺コードを出してい 

ることを確認する。

く参考〉

0チヱック実施後でも〇尺コードが出力されないで 
トラブルコードが出力されている場合には，対応す 

る箇所の修理を行った後，再度クリアメモリをやり 

直すこと。

(5) 1& 3巩が〇ドドの状態でテストモードコネクタ，リ 

ードメモリコネクタ，共に分離する。

くセレクトモニタを使用する場合〉

(1)セレクトモニタをセットして，ファンクションコ

一.ドI卩0 0 1を選択し，実行する。 

(2)セレクトモニタの表示

171巳1710只V 0し只？

^ 0 : 丫巳5 1:N0

丫已5

？し巳八5巳

(3) 10 3墀を〇卩卩にすれば，クリアメモリが完了す 

る。

ァ乂トモート 
コネクタ 
(2極緑)

ド以167

ードメモリ
ードコネクタ 
:(1極黒)

セレクトモニタ 
コネクタ 
(9極黄）

32-329

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

---- 〇にコード

圓 圓

I 1
>

丨1.2 I3.3 1.2 0.3 0.3

一ートラブルコード22

168
0.3 0.3

32-472

N9.169 32-306
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——診断内容一一--------------------------------------------------------------------------------- ---------不具合現象-------------------------------------------

籲チエツクエンジンランプ系の断線、 鲁チェックエンジンランプが点灯しない。
又はショート 籲チェックエンジンランプが点灯したまま。

%

点検手順

回 路

コンビネーションメータ
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チェックエンジンランプが点灯しない場合の点検

① ど(:リへの入力信号電圧測定

@)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 隼 20 21 22 23 24 25 26

以.171 32-587

(1)五01；の只18コネクタを分離する。

⑵ボデー側コネクタの端子19にテスタの㊉側をボデ 

一に㊀側をセットする。

⑶10 3评を〇Xにして電圧を測定する。

コネクタめターミナル

(…8)—19〜ボデー バッテリ電圧

〇沁 巳〇リコネクタのハーネス接触点検 N(3 ステップ②

巳〇じ〜コンビネーションメータ〜バッテリ間のハーネスコネクタ，及びランプ，ヒューズ，メインヒューズ 
の点検

ひ
@)

㉘ し

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 攀 16 17 18 19 20 21 22

の

り

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 鑣 20 21 22 23 24 25 26

卩19,172 32-588

@)

繼 2 3 4 5 6丄7 8
3

ド吸173 32-589

メインヒューズ 
ボックス

'卜约

叫.174 32-590

0ド 巳〇リコネクタの端子接触点検

く已〇リ〜コンビネーションメータ間のハーネスコネクタ〉

(1) コンビネーションメータを取外す。

(2) 迟(31！の1118コネクタを分離する。

(3) 双方のボデー側コネクタの端子間で導通を点検す 

る。

コネクタ汝ターミナル も:::：:霞:^

(818)—19〜(ド16)—15 導通あり

くチェックエンジンランプ〉

チェックエンジンランプを取外して，切れていないか 

点検する。

くバツテリ〜コンビネーションメータ間のハーネスコネクタ〉

(1) 已011の1118コネクタを結合させる。

(2) コンビネーションメータコネクタド18のボデー側 

コネクタ端子1にテスタの㊉側を，㊀側をボデー 

アースにセツトする。

(3) 31を0Nにして，電圧を測定する。

コネクタ公ターミナル 圈義^^^^纏議
(…8)—1〜ボデー 12ソ

くヒューズ，メインヒューズ〉

各フューズが切れていないか点検する

I 切れていない

N(3 ハーネス，コネクタ，及びランプ，ヒューズ， 
メインヒューズの修理，又は交換
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ェ 具

ターミナル圧着ペンチ

「19. N3.152

クリッフコード

闩9, 2 N3.153

電線の切断 

被覆の皮むき 

端子の圧着

各部の配線点検

各部測定用

計 器

サーキットテスタ 
(アナログタイプ)

N9. 3

サーキットテスタ 
(デジタルタイプ)

テストリード線 
ワニロクリップ

1-13*154

波形点検

^9.4

オシロスコーフ

プローブ 
アースリード

㈠3-155
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〔1〕システム全体図

システム概要

16スイッチ

ふ
〇
〇

！
±

ブレーキ5㈨ 

バッテリ

ブレーキ 
ランプ

0)@)(2)
16コイル 叭8 〇5 クラッチ温

〇5レンジ
，〇—

〇レンジ
0---------

只レンジ5训 
一〇-

0 〇5
16パルス 

5

17

08

¥0

丫㈧

8广

アクセル5收(踏込時〇汗) 〇㈧
アクセル開度別(深い時〇ド闩

------------------- 〇------ —

車速センサ
广ニニ〜. 8
V 」

車種判別(結線時4胍） 6

15

12

3

16

4

6

2

11

13

18

已0 V 丁 
E 0 1)

9

8

ソレノィド去警報ランマ
エアコンリレー
(使用時〇⑷

〇

6

〇レ

¢5㈧

(十）し丫

(―)

電磁
クラッチ

マグネッ 
クラッチ 
(八/〇用）

丫しクラッチ信号
E^F
日0じ

以5

8

53-687

日咿丨
コントロールユニッ

アクセル 
アクセル開度3西 53-688
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システム概要一 一入力電圧値

〔2〕入出力電圧値
、

系 統 測定端子 
(線色） 電圧および条件

車速センサ.
瓤 參’鑄^

⑥(则 エンジン停止（イダニッション〇1^1)で車をゆっくり押すと0一5ソを 

繰り返す

イゾニッシヨンパルス ⑤⑺ (イグニッションパルス系の点検の項参照卩144 )

入

アクセル5评 ⑲(㈣ アクセル開放時：約〇 V アク七ル踏込： 電圧

アクセル開度3冒 ④（則 アクセル開放時：約0 V アクセル全開： 8八丁丁電圧

力 インヒビタ3评 0 ⑫(丫评)

各レンジセレクト時：約0V
その他 ： 8八丁丁電压03 ⑭(丫只)

II ③(則
V

ブレーキ3界 ⑮⑽) ブレーキ開放時：約〇 V ブレーキ踏込時： 8人丁丁電压

八/〇：信号 ⑬(0則 八/〇コンプレッサ〇卩卩：約〇 V 八/〇コンプレッサ〇X : 3八丁丁電座

電磁クラッチ ㊉ ⑬⑽） 尸.Xレンジ（逆励磁）： 6〜8ゾ 走行レンジでアクセル開放（ドラッグ）
0フ〜2爪

出
㊀ ⑨(謂) レンジ（逆励磁）： 7〜8乂 走行レンジでアクセル開放（ドラッグ）

, : :約〇ソ

クラッチ信号 ⑧叫 レンジ： 8八丁丁電圧 クラッチ通電時：約0.6〜〇マソ

力
〇3ソレノイド ⑦⑽)

鼇

〇3レンジ：約〇 V 〇3レンジ以外： 3八丁丁電圧

クラッチ温 
警報ランプ

⑪⑻ ランプ点灯時：約〇 V ランプ消灯時： 8八丁丁電压
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システム概要 セルフダイアグノー シス機能

〔3〕セルフダイアグノーシス機能

自己診断機能としてトラブルコードー覧表に示す入出力の点検を行なう。自己診断機能は10 01^すると働 

き、信号の入出力が正常に行なわれると該当するトラブルコードを消していく。10 3界を〇卩卩した場合は 

トラブルコードはメモリされない。また、運転中に行なわなかった操作に関する入出力についてはトラブル 

コードどして残っているので、実際には、必ず自己診断の手順122)に従って点検すること。表示は已011 

内蔵の1^0によって行なう。

トラブルコード

2

3

4

5

6

7

故障箇所

クラッチコイル回路系

点滅パタ ー
単位：秒

1
1 — 1

1 1
1

1
11

0.5
1—

2 V 0.5
\

2
，-1

0.5

アクセル開度スイッチ信号系

アクセルスイッチ信号系

〇レンジスイッチ信号系

〇5レンジスイッチ信号系

IIレンジスイッチ信号系

車速センサ信号系

ブレーキスイッチ信号系

+
0.5 0.5 0.5 2 0.5 0.5 0.5

0.5 0.5 0.50.5 0.5 0.5 0.5 0.50.5 0.5

画驪矍

1

圓鑾1鑾匾-

トラブルコードが複数の場合 例）|と3のとき

卜 -1--------------1-^1111
0.5 2.0 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

く參考〉

エンジン始動後も〇乙じ丁〇只丁五厘？ランプが消灯しないときは、イダニッシヨンパルス信号系ぼ〇じを含む) 

の故障である
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システム概要 フェイルセーフ機能

〔4〕フヱイルセーフ機能

故障個所

アクセル8界系

スピードメータ 

または

車速センサ系

故.障内容

アクセル3评が一度も 

〇卩卩にならない 

(アクセル3墀はN0
接点）

車速信号が入力されな

い

故障時の制御

アクセル開度3界〇卩ドとエンジン回転数 

1，000の信号を検知し、クラッチを通電状

態とする 〇

エンジン回転数1，3001^111以上でアクセル踏み込 

みと判断する

目 的

走行不能防止

エンジンブレーキの

確保

クラッチ回路 クラッチ回路がショー 

卜または断線している

逆励磁とする 

(走行不可となる）※1
丑〇じ破損防止

インヒビタ 

3贾系

複数のレンジ3界が 

0：^になった状態が 

1秒以上続いた

アクセル踏み込みまたは車速201011/卜以上で 

レンジと判断する

トランスミツシヨン

保護％ 2

く注記〉※1ショート/断線の検出はF.Nレンジでしか行われないので、走行中にこのフェイルセーフ機能に

よってクラッチか'切れてしまうことはなし 〇

糸2 アクセル開放かつ車速201011外未満のときのみ逆励磁となり、尺—セレクト可となる
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2 自己診断 N2

トラブルシューテイングのステップ
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基本点検

お〇ソ丁の不具合は，基本的な点検.調整の段階で解決する場合が多いので，本格的なトラブルシューティングを 

実施する前に，必ず実施する

6011の交換を行なう場合クラッチ回路が正常であることを確認後実施

くエンジン調整〉

アイドリング回転数 800 土 50

点火時期(日丁〇〇/「叩!） 10° ±37800

くストール回転数〉

0レンジでストール状態のエンジン回転数を測定することにより，トランスミッション内部のベルト.プーリ等 

の作用，電磁クラッチ等の作用，エンジン出力の良否を診断する 

⑴テスト前の準備

エンジンオイル，冷却水，圮〇ソ丁フルードを点検し，充分暖機後実施する 

⑵テスト手順

① エンジン回転計を運転席から見える位置に取付ける

② 前後輪に確実に輪止めをし，さらにハンドブレーキを引く

③ セレクトレバーを！）レンジにセットする

④ 左足でフットブレーキを強く踏みながら，アクセルペダルをゆっくり全開まで踏込む

⑤ エンジンが一定回転で安定したら，その回転数（ストール回転10をすばやく （5秒以内）読取り，アクセ 

ルをもどす0

⑥ セレクトレバーをXレンジに入れ，アイドリングで休み，1分以上冷却する 

，⑦ストール回転数を記録する

ストール回転数(「口⑴)

0レンジ 2,300〜2,900

くトランスミツシヨンコントロールケーブル〉

(1) スロットルボデー側が全開時には，トランスミッシヨン側も全開になっていること

(2) スロットルボデーのスロットルバルブが全開，全閉になること

(3) スロットルボデーのスロットルバルブ全開にしてコントロールケーブルを引張り遊びが基準値内にあること

0.5〜2.5㈣]

(4) 基準値内にない場合は，コントロールケーブルのロックナットをゆるめ，長さを調整する
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基本点検

くアクセルスイッチ.アクセル開度スイッチ〉

アクセルペダル上での両スイッチの作動点を確認する。

⑴点検 ，

各スイッチは図のようにペダルを離した状態から、そ 

れぞれの作動点で0Nから〇卩卩になる。

鲁アクセルスイッチは4 土 2丽ストローク時 

參アクセル開度スイッチは16 土 2丽ストロー ク時

⑵調整.

カムを回転させて調整する。

くセレクトケーブル〉

セレクトケーブルの位置が正しく調整されているか確認する。

①トランスミッション側アームをニュートフル位置にする。

図のように、ケースのリブと平行になる位置がニュートラル位置である

②車体側セレクタレバーを位置に合わせる 〇

③取付ボルトをゆるめ、再び締め付ける。丁1.5 ±0.41填-111

取付ボルト

ケースのリブ

円丨8 53-690

119



基本点検

くインヒビタスイツチ〉

⑴点検

① インヒビタスイッチのコネクタを外す

② 各レンジでの導通を点検

インヒビタスイッチ

注意 ^ ^ 0, 〇3レンジでは，⑧〜⑨端子間に導通がなし

とも点検.

⑵調整

① インピビタスイッチ取付ボルトをゆ、るめる

② セレクトレバーレンジ

③ インヒビタスイッチの位置（¢2のロッドが入る）に合わ「19.9 

せる

④ セレクトレバーを？レンジ側に軽く押しながら取付ボルトを締付ける

6 5 4 ><[3 2 1
12 11 10 9 8 7

？ 8 〇
(:) 1

(: 2
(:5 3

( 4
9 5
6 ( ( 1 12

( 7
〇 (:5 9

1) 8
〇 り 10

¥0
丫妁

丫8

V

6

㈣
8し

8闩

8丫
33-691

可動盤， ケース，

ロケータ

位置決めピン

ロケータ 取付ボルト用穴（2か所)
ハーネス

パ

1〇 コネクタ N3-692
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基本点検

くコネクタ類〉

£01；とブラシホルダのコネクタが確実に結合されていること

嘯

シフトロック 
コントロールユニット

円9-11

く油もれ〉

トランスミッシヨンから油もれがないこと

くオイルレベル〉

ビ〇ソ丁フルードが規定量入っていること

くライン圧〉

ロードテスト，ストールテストの結果，ベルト&プー 

リに滑りがある時，また，変速車速の感じが正しくない 

時，ライン圧を点検 

春測定要領

① サイドケースについている庄力取出プラグを取外

す

② 压力取出口に3 丁，アダプタを取付け，オイルプ 

レッシヤゲージと結合

〔5 丁）498575400オイルプレツシャゲージ

498895400 プレッシャゲージアダプタ

③ オイルプレッシャゲージを適当な位置に取付ける

④ 0レンジアイドリング状態で計測

14ね/伽2以上
修痛

充分に暖機後，ライン压測定をする

ノ

83-693

ライン圧

(エンジン回転数2000「卩⑺）
10.5〜27.54/〇田:
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2 自 己 診断

実施手順

(炎1)軽く踏む程度でよい。また，エンジン回転は，1，2001^1X1以下におさえる 

(浓2)上記操作を行わない場合，正常でも点滅する

トラブルコードの読みかた

圮(：11の1^：1)(緑色発光ダイオード）の点滅により，トラブルコードを表示
/今

エンジン回転が入力されないときは〇しじ丁〇只丁辽河？ランプが点灯したままとなる。

〈表示例〉

①トフフルコード2の場合

②トラブルコード1，3の場合

(トラブルが複数の場合，全項目を順番に表示)
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自己診断

——トラブルコードの読みかた 

くトラブルコードー覧表〉

トラフルコード 診断項目 診断内容（どういうときに点滅するか）

1 クラッチコイル回路系

① 走行レンジで（指示電流値2.62八以下のとき）クラッチ電流を制御 

できない状態が3秒以上続いた場合

② クラッチ回路のショート断線を検出した場合 

(検出は；？.レンジでしか行わない）

2 アクセル開度スイッチ系 ① 電源0 X後一度もスイッチの0N/0FFが変化しない場合

② アクセル3墀〇…（アクセル開放）でアクセル開度3胥〇ドド 

(開度大）の状態が1秒以上続いた場合3 アクセルスイッチ系

4 0レンジスイッチ系

① 電源0 \後一度もスイッチのが変化しない場合

② 複数のレンジ3评が〇 Xの状態が1秒以上続いた場合 
(全レンジN0となる）

5 〇3レンジスイッチ系

6 尺レンジスイッチ系

7 車速センサ系
① 電源0 X後周期1秒以内の車速パルスが入力されない場合

② 車速センサ系のフェイルセーフが作動している場合

8 ブレーキスイッチ系 電源01^後度もブレーキ0N (踏込）とならない場合

〈參考〉

鲁エンジン始動後も（:しじ丁〇只ランプが消灯しないときは、イダニッシヨンハ。ルス系（五(：11を含む) 

の故障である。？144の手順に従って点検する。

籲電磁クラッチ本体の機械的故障の場合は、診断と表示はしない。
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3 トラブルコードに基づく点検

-

トラブルコード1
—

クラッチコイル回路系統 卩125
： 乂;.

トラブルコード2
1

アクセル開度スイツチ系 9129
， - 暴

トラブルコード3
V

アクセルスイッチ信号系統 9129

厂

トラブルコード4 0レンジスイッチ信号系統 I3132
|一 ———―'——----------------- -------------------------------------------^一一—-十二-------------------------------------二---——-1-—―|

トラブルコード5
1 ^

〇3レンジスイッチ信号系統 户134

トラブルコード6 闪レンジスイッチ信号系統 卩136

トラブルコード7
V 車速センサ信号系 9138

トラブルコード8
V

ブレーキスイッチ信号系 9141

注意

春複数のトラブルコードが出力されている場合は，初めの方から1つづ、つトラブルシューティングを行う 

鲁1つの修理が終了するごとに自己診断を行い，そのコードが消えていることを確認
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トラブルコードに基づく点検------- トラブルコード1

トラブルコード1 クラッチコイル回路系

--------- 診断内容一-------------------------------------------------------------------- ---------------------------------------------------------------------------- ----------不具合現象一一:---- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

#クラッチコイル回路の断線またはシヨート 鲁発進できない

鲁ブラシホルダ不良 籲エンジンふき上がる

籲電磁クラッチ本体不良

点検手順

0 ^

N0

〇ド

〇ド

-もと通り組み立て発進できるか点検

|発進できる I発進できなI

発進できない

1発進できる

取り外した 
日〇〇不良

(§2) ^32)

广8 7 6 5 1-----1 4 3 2
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

卜9.12 53-694
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トラブルコードに基づく点検 トラフルコード1

1 クラッチ電流，電圧の測定

(1)左図のように配線し、電流.電圧を測定する.。

-基準値に入らないとき

ブラシホルダ
ボデーハーネス コネクタ

電流0八

電圧0 V

回路断線または

ホア'ーハーネス㊀側シヨート

電流約一120111八

電圧0 V
上記以外でショート

「也13 人
^37 33.695

⑵
、錄〉:?く:餐你級:.(雜^

，ン'へ:..〜..:.:，:：

電流 0.2〜0.3八

電圧 0.7- 2 V

基準値に入らないとき

電流0八

電圧10ン以上
ブラシホルダ〜クラッチ部断線

電流0人

電圧0 V
㊉側回路のショート

電流 一55111八

電圧 6〜8 V

インヒビタ系不良または

イグニッションパルス系不良

電流0#3人以下

電圧 3 V以下

‘ブラシホルダ〜クラッチ部

㊀佴丨]ショート

電流0,3人以下

電压 3 V以上

ボア、ーハーネス部

ら俏丨]ショート

〇ド電磁クラッチ交換 N6 囹へ
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クラッチ

「19,17 只 巳
〔〇〕 33-699

「19.16 33-698

(1) ブラシホルダコネクタを分離する。

(2) ブラシホルダの①〜②端子間の導通を点検する

⑶ブラシホルダの端子〜ボデーアース間の絶縁を点 

検する。
導通なし1

〈參考〉

-ブラシ〜スリップリング間の接触抵抗は不安定

であるのでテスタでは正しい値が得られないこと

が多い。

-正しく抵抗を測定するには左図の様に配線し、

電流値.電圧値を測定する。その数値から抵抗値

を計算する。

-クラッチコイル単体の抵抗値は20でで約1.72 

である。

㊀只㊉

0ドもと通り組み立て発進できるか点検N6囡へ

トラブルコードに基づく点検 トラブルコード

E〇リ〜ブラシホルダ間のハーネス点検

㊃

(&)
广8 7 6 5 1 4 3 .2 ハ
18 17 16 15 14 13 12 11 10

14 8ふ696

〇^〇

㉘
く8 7 6 5 1-- 1 4 3 2
11V 二..^^^;

17 16 15 14 13 12 11 10 9

N9.15 33-697

(1) イグニッシヨン3评〇ドド‘

(2) 圮〇じコネクタとブラシホルダコネクタ

を分離する。
⑶コネクタの⑨端子〜(@)コネクタ②端子間の導

通とボデーとの絶縁を点検する。:..’
^ へ

@コネクタのメスピンにチスタ棒で直接さ 

わづてはいけない。必ずオスピンを差し込んで
籲，鬱# X ^ 9 ‘，镰參

テスタを使用すること。ノ

コネクタ間 導通あり

コネクタ〜ボデー間 導通なし

⑷柯コネクタ⑬端子〜@)コネクタ①端子間の導通と 

ボデーとの絶縁を点検する

コネクタ間 導通あり，

コネクタ〜ボデー間 導通なし，

0ド 3 N6 ーネス修理または交換

定
電
流
電
源

丄
一
〒

-
1
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トラブルコード1

朽9,18 83-700

朽9,19 53-701

⑵

①

②

③

①ブラシの先端摺動部に傷のないこと，および油，水等の付着がないこと

②ブラシか#摩耗限界まで充分残っていること

：1ブラシの先端摺動面に傷がある場合はスリップリング 

に異物が付着している可能性があるのでスリップリング 

の点検を実施

1ハーネスの目視点検

ハーネスの左図の部分に傷，かみ込みあと，芯線の露出

等のないこと

ブラシホルダ脱着手順

ブラシホルダのコネクタを分離 

ステーよりコネクタを分離

ブラシホルダブラケットを固定しているスクリュ2本

を外す0

ブラシホルダを少し左に寄せながら、後下方に引き出す。
參 一 —

ケースよりブラシホルダを引き出すときはブラシを折 

らないように注意 

ブラシホルダ点検

ブラシホルダのナットにゆるみ等がないことを点検，

ラシホルダコネクタとブラシ，およびブラケット間の導 

通点検

コネクタとブラシ コネクタとブラケット

導通あり 導通なし

：|コネクタとブラシ間の点検時はブラシのサイドで行な 

い，ブラシの先端，摺動部にはさわらないこと。 

ブラシの目視点検

トラブル：^ー ドに基づく点検

不良部品の修理または交換

注意

〉主思



0^
一日。リ交換

—ハーネス，コネクタ修理または交換

アクセルスイッチまたは 
アクセル開度スイッチ交換

N6 アクセル5育またはアクセル開度5西の作動タイ
ミング調整

ついて
いる

E 〇リ交換

- @)

トラブルコード 1、3は消えたか

消えた

コネクタ接触不良

⑪

アクセル開度邠

アクセル5*1 〇

6

广8 7 6 5 \---- 1 4 3 2 1^|
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

「丨9, 21 53-702

トラブルコードに基づ〈点検^——トラブルコード2. 3

〇ラブルコード2 アクセルスイッチ信号系 )

〔トラブルコー厂3 ァクセル開度スイッチ信号#系)

——診断内容----------------------------------------- ^——不具合現象------ ---------------------------------
拳アクセル3评信号系またはアクセル開度3评信号系 鲁発進しない

の断線またはショート 參 秦 鲁クリーブする

鲁アクセルスイッチ不良

鲁アクセル5评またはアクセル開度3…の動作点設定
不良
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10 3评

£011コネクタ㈣とアクセル3评コネクタ@を
くアクセル5育の点検〉

くアクセル開度5评の点検〉

立
@)

广8 7 6 5 1-- 1 ::祕 1:: 3 2
18 1フ 16 15 14 13 12 11 10 9

(£4)
4

2

ド19, 24 33-705

トラブルコード基づぐ点検 トラブルコード3

E^:リへの入力信号電圧測定

(1) 10 3界〇X
(2) じ⑯とボデーアース間の電圧測定

アクセルを踏んだ時 アクセルをはなした時

日八丁丁電圧 0 V

⑶兄〇〇④とボデーアース間の電圧測定

㈣
アクセルを全開まで踏んだ時 アクセルをはなした時

日八丁丁電圧 0 V

0ド 巳〇じ交換 N6 ^ ⑵で基準値外ならばアクセル5西の点検
(3)で基準値外ならばアクセル開度5西の点検

リ〜アクセル5^またはアクセル開度5西間ハーネス点検

分離する0 

3)各3评の点検

-アクセル3界の点検

©([48)コネクタ⑯端子〜@コネクタ②端子間 

の導通を点検する。

1基準値 「 導通あり

)@コネクタ②端子〜ボデー間の絶縁を点検する。

基準値:| 導通なし

-アクセル開度の点検

①㈣コネクタ④端子〜@コネクタ③端子間 

-の導通を点検する。

1:::::蠢^^：::::) 厂 導通あり

)コネクタ③端子〜ボデー間の絶縁を点検する。

導通なし |

ばジコネクタ①端子〜ボデー間の導通を点検する。

導通あり |

0^ 3 N6 ハーネス.コネクタ修理または交換
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取り外したコネクタを元通り接続する。

10 3评

アクセルを徐々に踏み込んでいきながら、五〇じ⑯と

④端子の電圧を同時に点検する 0

アクセル5西がになつてから

靈^^ アク乍ル開度5西が0「ドになる

議議議戀霞議議戀議^ (下表参照）

アクセル 
5抑⑱丨83”

〇ソ

す8311
アクセル
開度⑽④0V

5#+アクセル開度

-------- 1-------------------------------------------- -------- 1
全閉

ド丨9, 26

全開アクセル 
開度

53.707

「19. 27 53-703

0ド ラブルコード2 拳 は消えたか N6
アクセル5ツまたはアクセル開度5^の 
作動タイミング調整

トラブルコードに基づく点検 トラブルコード3

アクセル5…，アクセル開度5西作動点検

立

53-706

(1) 10 5^ 〇尸ド

(2) アクセル3冒点検

① アクセル3界コネクタ@の分離

② アクセル3评の①と②間の導通点検

アクセル踏み時(2〜6眼) アクセルはなしたとき

導通なし 導通あり

⑶アクセル開度3评点検

① アクセル開度3评コネクタ@の分離

② アクセル開度3评の③と①間の導通点検

基#!
アクセル踏みこみ時 アクセルはなした時

導通なし 導通あり

〇ド 4 问 <3 アクセル5西またはアクセル開度5评交換

4 アクセル5….アクセル開度5V作動タイミング点検
\

—

/ 
\/

 
\~

/

12
 
3

-

-
- 
X

I
V 
/

-
\
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インヒビタスイッチ

？ 只 ㈤ 0 0$

(:

く|)

へ
(:

？

6 ( (3
(！

(:
！)

(:

〇 (:)

(:)

〇 0

6 5 4 503 2 1
12 11 10 9 8 7

「19.28

ぐ8 フ 6 5 1--- 1 4 3 2
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

83-708

トラブルコードに基づく点検 ラブルコード

ラブルコ ド、4 0レンジ信号系統

——診断内容- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ——不具合現象一一- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

^0レンジ3评信号系統の断線またはショート 籲発進できない

籲インヒビタ3珮不良

書複数のレンジ3评信号が入力された
9

占 松车赌

1
—

2

3

4

5

241

7

9
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10 5^

インヒビタ3评コネクタ@)の分離 

インヒビタの②と⑫間の導通点検

33-710

1 ,へ^\\ 、ンレ、^^^’"卜， 3(X14 5 6
7 8 9 10 11

以. 30

麵

〇レンジ時 0レンジ以外時

導通あり 導通なし

〇民
已〇リへの入力信号電圧再測定 
(〇]参照） N6 インヒビタ5评交換

ラフルコードに基づく点検 トラブルコード4

ど011への入力信号電圧測定

円9, 29 83-709

0^ 巳⑶交換

(1) 10 5^ 01^1 ，，

(2) 五〇じ⑫とボデーアース間の電圧測定

0レンジ時 0レンジ以外時
9 , , ,, ，麄 1 皇奮，#，’一麄.>1 1^ ， |音座，息《|| |

約〇、 日八丁了電庄

N6 [21

インヒビタ5西点検

\

-
/ 
\
-
/ 
\
)

7

12
 
3

/
I
\ 
/

—
\ 
/

—

、へ
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〇 〇5

(:ド 1

(: 2

- (:) 3
、ン-

0
-

4

(: 5
¢1
) (:

() ¢1し
( 12

(: 7

) 9
！)

8
¢1 (1！)

10

1

1 E^L)への入力信号電圧測定
〇沁

E (:リ交換

N6 -

秦9 # 4.

2 インヒビタ5西点検
N6

インヒビタ5…交換

1 | 0^ 1 4 鲁

巳0リへの入力信号電圧再測定 N6
ハーネスまたはコネクタ修理，交換

(1參照）

0^
籲，

0

コネクタの接触不良が’原因
4 ^ 參 、

、，,

#

イン匕ビタスイツチ @)

6 5 4 XI3
2 1

12 11 10 9 8 フ

闩9, 31

广8 7 6 5
\----1 4 3 2

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

53-711

134

ラブルコードに基づく点検 トラブルコード

トラブルコード5 〇5レンジ信号系統

——'診断内容----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ——不具合現象----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

‘ 〇8レンジ3评信号系統の断線またはショート 籲発進できない
:インヒゼタ3 V^ポ良 , -. ソ

複数のレンジ3珮信号が人力された
參〆 \ 秦 も", % パ し

^ 9 %

，’. 心，

占说生 1瞄

0

01

8



83-713

/--------------------- ---〇^^〇

— 「1： 2 3 又 4 5 6
フ 8 〇) 1 0 11

ド；9, 33

10 3界〇尸卩

インヒビタコネクタ^)の分離 

インヒビタ3琢の①と⑫間の導通点検

8191 〇5レンジ時 〇5レンジ以外時

導通あり 導通なし

ラブルコードに基づ〈点検 トラプリレコ

E^^への入力信号電圧測定

53-712

(1)10 3墀

⑵丑〇〇⑭とボデーアース間の電圧測定

基麵
レンジ時 〇5レンジ以外時

約0 V 日ハ丁丁電圧.

0^ 日〇リ交換 N6 2

0ド 巳0 IIへの入力信号電圧再測定 
(田参照) N6 インヒビタ5育交換

\
|
/ 
\

—
/ 
\

—
/

1
2 
3

/
—

\ 
/

—

\ 
/

—

\
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0ド

N6

N6

？ 8 〇 〇5 (2

1

(: 2

0) 3

(: 4

？ 5

0 (:
！)

3 (3 12

0|) 7

〇 (: 9

(:
|)

8

〇
(！ 10

インヒビタスイッチ

6 5 4^ 3 2 1

12 11 10 9 8 7

ド 19. 34

广8 7 6 5 1---- 1 4 3 2 1^|

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

33-714

ラブルコードに基づく点検 トラブルコード6

ラブルコ ド、6 卩レンジ信号系統

——診断内容-------------------------------------- -1 ——不具合現象-----------------------------------------
鲁只レンジ3…信号系統の断線またはショート 鲁発進できない

鲁インヒビタ3貿不良

%複数のレンジ3磾信号が入力された

占 松 里 I瞄

8
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード6

33-716

1 2 5 6
7 8 9 10 11 9

闩9. 36

10 5^

インヒビタ3评コネクタ㈣の分離 

インヒビタ5评の④と⑫間の導通点検

圖

只レンジ時 只レンジ以外時

導通あり 導通なし

0^
已〇リへの入力信号電圧再測定 
(囚參照)

N6 インヒビタ5西交換

已01！への入力信号電圧測定

广8 7 6 5 1--- 1 4
，：：4パ:.'：.:

:：3 2 1^|
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

闩9. 35 53-715

(1) 10 5襌〇X
(2) 五(：1；③とボデーアース間の電圧測定

只レンジ時 只レンジ以外時

約0 V 日八丁丁電圧

〇沁 巳〇リ交換 N6 図

インヒビタ5西点検

\
)
7 
\
-
-
/ 
\
-
-
-

/—
\ 
7
(
\ 
/
-
-
-
V
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導， ， 籲亀， ， 〜 # ？ く 參 ^ 籲 ““ 春—... 趣. ， 脅 # ぜ. 汐 翁，'#,

トラブルコード7 車速センサ信号系

^^^ラプノレコードに基づく点:検一ートラブルコ“ド7

---------------------------------------------------------------診断内容---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ——不具合現象----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

鲁車速センサ信号系の断線またはシ，ョート. ^クラッチが0レンジ車速201^/11以下でも切れない
鲁車速センサ不良 パ.‘..… ：

麵發參拳 # 鼈癱. ‘4 ’ 秦 ，饞.备癱 、^ 參 ，蒙鬱 曹擊,

# 擊

參备鑛 り ， ‘ょ、#- 一 ， ノ ^ -き ^ 餐，

点検手順

1 巳〇リへの入力信号電圧測定
0^

E 〇リ交換

N(3 1 參 -

2
參曹 ； ，翁 擎 參參# # # ’ ‘零.

£0リ〜車速5西間ハーネス点検
N6

ハーネスまたはコネクタ修理^交換

0ド

3 車速センサ作動点検
N<3

車速センサ交換

〇ド 為

日〇リ交換
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53*718 く参ミ

車体をリフトアッ 

已〇じ⑥とボデーアース間にプローブ接続 

エンジンを始動し0レンジでタイヤを回転させる

約5 V
バ値

0 V —

旨〉、テスタを使用する場合は、Xレンジでパーキング 

レーキを外し、タイヤを手で回して点検（10 3界〇⑷

基準:3 ：|ースピードメータケーブル:丨回転間に0^5ソを4回繰り返す

闩9, 38

トラブ/レコードに基づく点検 ラブルコード7

E011への入力信号電圧測定

0ド 巳〇〇交換 N0 2

巳〇リ〜車速5西間ハーネス点検

ぐタコメータ無ン
〇

ぐタコメータ付ン

7 釀 5 1—1 4 3 2
1817161514鼸2い | 18 17 16 15 14 13 12 11 10 1]

@)|

5 4 3 2

「も39 53-719

〇 〇

@)

11 10 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

闩9, 40 33-720

0ド 3

(1) 10 3界

(2) 丑(：じコネクタ@とコンビネーシヨンメータ^)

@を分離する。

(3) (^48)コネクタ⑥端子〜コネクタ③端子
(タコメータ無）または⑥端子（タコメータ付)の導通を 

点検する。

1*1 導通あり

⑷ (3)で点検したハーネ又のボテーとの絶#を点検す冬。

基準値丨 | 導通なし |

⑸@)コネクタ⑨端子〜ボデー間の導通を点検，

する。

|絲値 1 導通あり |

N6 ーネス.コネクタ修理または交換

\~

ノ 
\
^
/ 
\

—
/

12
 
3

771

\ 
/
-
-
\ 
7
(
\
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トラブルコードに基づく点検 ラブルコード7

車速センサ作動点検

ぐタコメータ無ン

へ

㉚

㉞

8 6 5

11 10 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

2

ぐタコメータ付〉

8

㉘
5 3 2

巧. 41 33-721

(1) コンビネーションメータのコネクタ分離

(2) コンビネーションメー タ分離

(3) メータコネクタ@)③端子（タコメータ無）または⑥ 

端子（タコメータ付）〜@(1)端子間にテスタを結ぐ。

(4) スピードメータケーブル接続部をゆっくり回し、導通を 

点検する

導通ありこ導通なしを繰りぎ:

〇沁 日(：リ交換 N6 車速センサ交換
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トラブルコードに基づく点検------- トラブルコード8

にトラブルコード8 ブレーキスイッチ信号糸 リ

—診断内容----------------------------------------- ——不具合現象------ ----------------------------------
癱ブレーキ信号系の断線またはショート 籲急減速時のエンスト

鲁ブレーキ5谔の単体不良

点検手順

ストッマ。 
ランプ5敗

円3. 42 53-722
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トラブルコード8

45 , 33.725

10 3界
ブレーキ3评コネクタ¢1¢を分離 

ブレーキ3墀コネクタ①と②の間の導通点検

ブレーキを踏んだ時]"ブレーキをはなした時

導通あり 導通なし

〇 〇

0ド巳〇リ交換 N6 ブレーキ5…交換

142

トラブルコードに基づく点検

日0リ〜ブレーキ間のハーネス.コネクタ点検

广8 7 6 5 1---1 4 3 2 ハ
18 17 16 攀 14 13 12 11 10 9

@8)

№1

(1) 10 5^

(2) 五011コネクタとブレーキ3评コネクタ

(3)

@をそれぞれ分離する。
@⑮端子〜^)②端子間の導通を点検する

⑷ケ48)⑤端子〜ボデーアース間の抵抗を測定する

(5)而命①端子〜ボデーアース間の電圧を測定する
：：：：源^1^1^謂興:冗 汽義打平！—絲値日八71電圧

0ド 3 N6 ハーネス.コネクタ修理または交換

ブレーキ5…単体点検



4 不具合現象に基づく点検

參
^ %

エンジン始動後も〇しリ丁〇! 丁巳171卩ランプが消灯しない ？144

:- 1IV！または卩レンジでスタータが回らない ^146 :
%

厂

，
V

発進しない I3149

V........................................................................... ............................ 〜蜃国

クリーブする I3150

セレクト操作性不良
# -

户151

(

変速不良 卩152

广

賴

し '- 1 -——

走行中エンジン回転吹上がる 卩153

#

厂

1

し
故障診断表 9丨54
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不具合現象に基づく点検ーエンジン始動後も〇しリ丁〇! 丁日从ドランプが消灯しない

§1ンジン始動後も〇しリ丁〇㈠TEIVIF>ランプが消灯しない)

--------診断内容------------------ -- ----------------------------- 不具合現象---------------------- ^-----------------------------
籲ハーネス、コネクタ不良 春発進できない
鲁イグニッシヨンハ。ルス呆のトラブル 春エンジン回転数を検出できない

籲点火系の不良

籲巳〇リ不良

点検手順

始動

1
@)

5
㉘

イグナイタ

广8 7 6 5 \-- 1 4 3 2
18 1フ 16 15 14 13 12 11 10

「19. 46 53-726

^注意^
イグニッションパルスは高圧のため点検 

するときは注意すること。
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^0じ⑤とボデーアース間にプローブ接続 

エンジン始動 

そのときの波形点検

圓麵

茅補
ヒー:一::—：

麵議

0^ 日〇リ交換 N6 2

日0リ〜イグニッシヨンコイル間のハーネス.コネクタ点検

@)

1
3 ^1

〇 〇

@)
<8 7 6 1--- 1 4 3 2 ハ
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

「19. 49 53-729

0ド E^リ交換

(1) I 0 3评〇ドド

(2) 丑（：VIコネクタ^)とイダナイタコネクタ@ 

をそれぞれ分離する。

⑶（^)⑤端子〜②端子間の導通を点検する。

(4) (3)で点検したハーネスのボデーとの絶縁を点検する

N6 ハーネスまたはコネクタ修理，交換

不具合現象に基づく点検------- エンジン始動後も〇しリ丁〇け丁巳1\^ランプが消灯しない

1 £01)への入力信号電圧測定
\

—
/ 
\

—
/ 
\
)
/

12
 
3

/\
 
/\
 
771
\
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不具合現象に基づく点検—— -问または卩レンジでスタータが回らなI

问または卩レンジでスタータが回らない ）

——診断内容----------------------------------------- -------- 不具合現象"-----------------------------------------
籲インヒビタ不良 #1^または？レンジにしてもスタータモータほ、回

鲁ハーネス不良 らない
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不具合現象に基づく点検 |\|または卩レンジでスタータが回らなし

インヒビタ5西回路点検

〇 〇

1 2 3
7 8

4 5
11

6
12

/

巧. 51 53-731

0ド 2

(1)インヒビタ3谔コネクタ〔芒11)をハーネスと分 

-離する。

⑵インヒビタ3评の⑨〜⑩端子間の導通を点検す 

る。

问および卩レンジ IV！および卩レンジ以外

導通あり 導通なし

注意

遊び範囲で動かしても導通状態が変わらないこと

N6 インヒビタ5西交換

イグニッシヨン5西〜スタータ間.バッテリ〜スタータ間の導通点検

ド19.52
ゞッテリ士側

ノ\ーネス
53-732

〇

㉘
6 5 4卜く3 2 1

12 11 晒 9 8 フ
2 1

5 4

㉘

円9, 53 53-733

パ。

(&)

6 5 4 ^13 2 1
12 11 10 8 7

以54

(1) 10 5XV 〇ド卩

(2) バッテリ〜スタータ間点検

鲁スタータの;6端子ノ、ー ネスとバッテリ㊉端子ハーネス 

の導通測定

(3) 103评の@)コネクタとインヒビタ3评の@) 

コネクタをそれぞれ分離する。

⑷@>(1)端子〜@)(0)端子間の導通を点検する。

⑸⑷で点検したハーネスのボデーとの絶縁を点検する

導通なし

(6)スタータコネクタを分離する。

⑺（^⑨端子〜端子間の導通を点検する。

(8) (7)で点検したハーネスのボデーとの絶縁を点検する。

33-734

0 ^ 3 N6 ハーネスまたはコネクタ修理.交換
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不具合現象に基づく点、検---------问または卩レンジでスタータが回らない

イグニッシヨン3墀点検

イグニッシヨン3界0ドド

イグニッシヨン3界コネクタ（^1|)を分離する。

イグニッシヨン3评を3 丁八尺丁にして①〜③端子間の

53-735

アース

53-736

16

55

厂19, 56

導通を点検する

スタータとおよびマグネット点検 

左図のように結線しスイッチを入れる

マグネット5育 スタータモータ

テスタ已八丁丁電圧 回転すること

IV[端子に電圧がでてスタータが回転しなければスタータの 

不良と考えられる ’

上の点検はバッテリ上がり等のトラブルを防ぐため素 

早く行なうこと

導通あり

0ド 終了 N6 不良品の修理または交換

3 イクニッシヨン5评，スタータ点検

〇

①②③

 ̂
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不具合現象に基づく点検——発進しない

——診断内容——------------------------------- ——不具合現象-------------- -----------------------------
書アクセル3界，アクセル開度3襌不良 
馨マニアルリンケージの調整不良 
春クラッチ系不良 

-鲁16ハ。ルス系不良

春発進しない

鲁五〇じ不良 鲁辽〇じ電丨原不良 :

点検手順
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不具合現象に基づく点検-——クリ-プする

——診断内容--------------------------------------------------------------------------------------------------------------一一 ——不具合現象一一------------------------------------------------
，アクセル3界もしくはアクセル開度3界の不良 鲁完全停止の状態から走行レンジにシフトすると、
春丘（：0の不良 ずるずる動きだす
#電磁クラッチ本体不良

鲁電磁クラッチ〜圮00間ハーネスの絶縁不良

点検手順

1 クラッチ電流測定

ブラシ ボデーハーネス
ホルダコネクタ コネクタ

尸旧. 57 33-737

(1)サイドブレーキを確実に引き、エンジンアイド 

リングの状態でN—0にシフトし、左図の状態で 

電流値を測定する。

⑵（1)の状態からアクセルペダルを少し踏んだり離 

したりしながら、電流値を測定する。

(アクセル3界を01^/0卩ドさせる）

斧:5鱗く祕:沒娜銳裕鑛滅濟

項：:/翁曇！!:::：:::::::
鐘鐵纖貌發鐵缀議毅懸街霧
圓鉍：。ぶ：:：濯, 
圓議 1111111118:-''丨'しノン..。:.：，，.'、 :-—，ぐ？1':丨纖戀麵

アクセル開放 

(アクセル5西01\1)
0.2〜0,3八

アクセル踏み込み 

(アクセル5育0ド「）
0；八以上

0ドクラッチ交換 N(3 巳〇リ交換
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不具合現象に基づく点検——セレクト操作性不良

セレクト操作性不良

~-診断内容--------- ------------------------------- -------- 不具合現象------------------------------------------

籲ブラシホルダー不良. セレクトレバー動かせない

鲁レバーぬケーフルの不良 動きがかたい

春電磁クラッチ不良
峰 氟隹 费

点検手順
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^19.58 変速 特性 33-738

(1)回転計なしの車は回転計を運転席から見易い場 

所におく

⑵車をリフトアップする（タイヤが空転する程度) 

(3)エンジンを始動したセレクトレバーを〇、〇3に 

シフトし左の変速持性図の中へ入っているか確認

〇ド 終了（取り外したコントロールバルブ不良）|\|6トランスミッション八55 丫不良

不具合現象に基づく点検------ 変速不良

変速不良

——診断内容------------------------------------ ——不具合現象-------------------------- ---------
0VIフルードレべル異常 癱ローのまま変速しない.

鲁トフンスミッションコントロールケーフル 着発進直後、アクセルを踏込んでも車速がでない’
0 參キックダウンしてもエンジン回転が上がらない

暑電磁クラ.ッチ系 離キックダウンなくエンジン回転が異常に上昇する
春コントロールパ'ルブ不良 鲁才ーバレフする

点検手順

変速特性確認

2

エ
ン
ジ
ン
回
転
数
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不具合現象に基づく点検 走行中エンジン回転吹上がる

走行中エンジン回転吹上がる

——診断内容一--------------------------------------------------------------------------------- -------------------不具合現象----------------------------------------------------------------------------------------------

鲁インヒビタ3评不良 #走行中にエンジン回転が吹き上がる

%マニアルリンケージの調整不良またはセレクトケーブル不良

春クラッチ回路または本体不良

離コントロ ールバ、ルフ不良 镛 す

鲁五01)電源系不良
翁べノレトスリップ(金属がこすれ合うような大きな異音がする）

点検手順
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不具合現象に基づく点検——不具合推定箇所一覧表

国不具合推定箇所一覧表

不具合現象 故障推定部位，内容 処 置’

エンストする
ブレーキ3界系.車速5界系.システム 該当部位の点検‘交換

クラツチ温度警報ブザーが鳴

る

スリップリンダに汚れ付着，クラッチ過熱（ク

ラッチ回路抵抗増加），間欠音で鳴る

クラッチ回路の点検

加速不良

ストール

テスト

実施

ストール回転高い

—クラッチトルク低下

電磁クラッチ丸3 8 V点検.交換

ストール回転正常

—プーリ比がオーバードライブ側に

固定になっている

コントロールバルブの点検.交換

ストール回転低い一^エンジントルク

低下-クラッチトルク過大ホ

エンジンの点検

クラッチ点検，交換

走行レンジにすると突然クラ

ツチがつながりエンスト

クラッチ回路㊀側とボデーアースとのショート クラッチ回路の点検

301^/11以上の一定速でエンジ

ン回転ふらつく

クラッチトルクの異常な低下

車速3界またはスピードメータケーブル不良

クラッチ点検|車速入力波形点検

スピードメータケーブル点検

10〜20—/11でアクセル開放

—踏みこみ時ショツク大

最低変速ライン合っていない 最低変速ラインの確認

走行中突然ブザー鳴り、クラ

ツチが切れた

クラッチ回路の断線または接触不良 クラッチ回路の点検

減速時なかなかクラッチが切

れない

車速3评系不良 車速3界信号系点検

走行中（201^ル〜）アクセル

を開放するとクラツチ切れる

ブレーキ3评系不良 ブレーキ3界系点検

ぐ注記〉ホ可能性としては低い
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不具合現象に基づく点検——不具合推定箇所一!!表

該当個所が

@:故障している可能性が高い 〇：故障していることがある ム：故障しているときがまれにある
1

セ

バ

イ止
置

推定個所

セ
レ
ク

卜
ケ

1
ブ
ル

=1卜 
ンラ 
トン 
ロ ス

1 5
ノレツ 
ケシ

1 3
ブン
ル

，電
磁
ク
ラ
ツ
チ.
回
路

ブ

シ
ホ
ル
ダ

卜

ン
スぐ
ツ
シ
3
ン
本
体

車
速
セ
ン
サ
系

アア 
クク 
セセ 
ルル
開5 
度西
5

系

イ
ン
ヒ
ビ
夕
5

系

0
じ

0
V
丁
フ
ル ：:

1
ド

1

推定原因 調整不良
調整不良 
ケーフル不良 
ライナ劣化

断線.シヨート 
絶緣不良
ベアリングの口 
ック，スリップリ 
ング汚れ

絶綠不良

メータケー 
ブル不良 
センサ不良 
ハーネス不良

調整不良
ノ、ーネス不良 
スイツチ不良

調整不良
ハーネス不良
スイツチ不良

/

油量不足

スタータが回る 〇

発進しない 〇 @

発進時エンスト 0

クラッチがすぐつな

がる 0
-

八

発進時シヨック大 八 八 〇

クリーブする ❹ 八

0
ま
た
は
尺

変速しない

し〇…のまま 〇

不 アクセルを踏んでも 
変速しない
00(7)まま

〇

ストール回転が低い 0 0

具 ストール回転が高い 0 0

走行中エンジン回転

が吹き上がる
〇

N4?または8時ギヤ鳴き 〇 - 八
/ 〇

N—0または狄刀換不能 0 〇
/

〇

現

車速201^1/卜以下でも

クラッチ切れず
〇

0—05時エンジンブ

レーキ効かず
-@ 〇

(〇5ソレバド）’

參

象 〇5 0—05シヨック大 〇

0—05時エンジン回

転吹き上がる
〇 〇

0—05切換不能 〇

車が確実に止らない
>1

〇

戸 卩ご卩切換不能 〇 -， 〇

？レンジ以外にして

も？を解除できない
〇
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シフトロックシステム
4—1準備品-------------------------------------------------- 158

4-2システム概要-----------------------------------------------159

〔1〕システム全体図--------------------------------------- 159

〔2〕システム構成表-----------------------------------------------160

〔3〕入出力図"-------------------------------------------------------- 160

〔4〕入出力電庄値^------------------------------ -----------------161

4 — 3トラブルシューテイングの実施------------------- 162

圓トラブルシューテイングのステップ---------------- 162

1 作動確認---------------------------------------------------------163
2 不具合現象に基づく点検---------------------------------164

シフト ロックが効かない------------------ 164

シフトロックを解除できない------------------------ 167

リバースブザーが鳴らない--------------------------- 173

キーインタロックが効かない 

または解除できない 175



4-1 準 備 品
鲁 參

工具
闩9,1

ターミナル圧着ベンチ

ぐ 、 N3.152

電線の切断

被覆の皮むき

端子の圧着

N9.2 日3-153

各部配線の点検

計器

サーキットテスタ サーキットテスタ ァストリード線
「19.3(アナログタイプ） （デジタルタイプ） ワニロクリップN3.15パ

各部測定用

I

「も4 オシロスコープ プローブ 扣バ昍

波形の点検
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〔1〕システム全体図

シフトロック
解除ボタン‘

翁シフトロックコントロール 
ユニット

5

-キーシリンダ 

#キヤンセルレバ~

，ブレーキ5训

インヒビタ5㈧

33-393
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システム概要——システム構成表.入出力図

〔2〕システム構成表

区 分 構成部品 機 能

機シ
能フ

卜

〇
ツ

ク

ロキ
ツ1
クィ機て 
能デ

機リ
能バ

！
ス
ブ
ザ

1

入力信号

(スイツチ）

イダニション3评
10 3评の〇の検出（16電源） 〇 〇

人0(： 16が八〇〇位置にあることを検知 〇

インヒビタ3评
卩信号 卩（パーキング）位置の検出 〇

只信号 11(リバース）位置の検出 〇

キー3评 キープレートの挿入を検出 〇 〇
ストッブランプ3评， -ブレーキペダルを踏んだことを検知 〇

パーキング3谔 セレクトレバーのパーキング位置の検出 〇

制 御
E^V 入力に応じ各機能を制御 〇 〇 〇
(ブザー内蔵） 内蔵ブザ- 只位置にセレクトされていることを運転者に警告

#
〇

出力信号

(ソレノイド）

シフトロックソレノイド 10 01^でブレーキを踏まなければセレクトレ 
バーを卩位置から動かないようにロックする 〇

キーインタロック

ソレノイド
セレクトレバーを卩位置以外ではキープレ 
ートを外せないようロックする 〇

〔3〕入出力図



システム概要--------入出力電圧値

〔4〕入出力電圧値

点検系統
已0 11測定端子 
および線色

電圧値 条 件 備 考

ィグニ
シヨン
5西

1(3電源
①⑽)一 

⑩（8,アース）

8八丁丁電压 10 3…01^または3丁八只丁

0 V 10 3评し0(：尺(0卩卩）または八〇〇

八⑺電源
⑦（し）一 

⑩（8,アース）

以丁丁電圧 10 5^八〇〇または0N

0 V 10 3\^し00尺（0卩尸）または3丁入11丁

バッテリ電源
③㈤一
⑩（8,アース）

電压 常時
6^10 3\^ 01^ に

して測定すること

イン
ヒビタ
5西

卩レンジ 
(パーキング）

②（丫）一 

⑩（8,アース）

0 V セレクトレバー卩位置

8八丁丁電圧 セレクトレバー？位置以外

8レンジ
(リバース）

⑫㈣一 
@(8,アース）

8八丁丁電圧 10 01^または3丁八1^でかつセレクトレバーお位置

0 V 上記以外

キー洲
⑧(8し)一 

⑩（8,アース）

8八丁 丁電圧 キープレート挿入時

0 V キープレート抜取り時

ストップランプ3育
④(68)—
⑩（8,アース）

ブレーキを踏んだとき⑺胃〇⑷，

0 V ブレーキをはなしたとき（3评〇ドド）

シフトロック

ソレノイド
⑥⑽一 
⑩ぐ已，アース）

以丁丁電圧 シフトロック解除時

0 V シフトロック作動時

キーインタロック 
ソレノイド

⑨(86)-
⑪(的）

パルス波形(卜？1210 キーインタロック解除 解除と作動時では極 
性（十一）が逆になる

波形は？179参照

パルス波形(卜卜撕) キーインタロック作動 、

0 V 作動時，解除時以外(上記以外）

アース
⑩⑻—

ボデーアース
0 V 常時 ，

パーキング5…

|

⑤(丫 8)- 
⑩(8,ァース）

0 V セレクトレバー？位置 #下記^^参照

6 土 IV セレクトレバー？位置以外

セレクト：レバ.一のボタンから手を離して
測定すること

-10 3界にキープレートを揷入して測定す 
ること

161



4-31^ラブルシューテイングの実施

国トラブルシューテイングのステップ

---------点検手順------------------------------------------------------------------ --------------------

(終 了）
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点検手順
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2 不具合現象に基づく点検

シフトロックが効かない

——診断内容------------------------------------------ 不具合現象

籲ストップランプ系の不良（本体または十側と 10 3^ 01^時ブレ，キペダルを踏まなくてもセ
のショート レクトレバーを卩位置から動かせる

籲シフトロックソレノイド不良
籲五〇じの不良

点検手順

F\^.7 ㈠3-158
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不具合現象に基づく点検 シフトロックが効かない

ストップランプ点灯点検

卩！9, 8 33-394

ブレーキランプを踏んでいないときにストップランプが

点灯するか点検

点灯しないこと

0^ 2 N6 5

ストップランプ5育〜日〇リ間ハーネス点検

6 5 11
这你:::::：：

―|
3 2 1

12 II 10 9 8 7

闩9, 9
53-395

レーキを踏まず丑01！④とボデーアース間の電圧測定

く参考〉ブレーキを踏んだときは8八丁丁電压になる

0^ 3 N6 ストップランプ〜日〇リ間ハーネス不良，修理

已〇リソレノイド出力点検

II

闩9,10 33-396

(1) 10 3墀
(2) セレクトレバーを卩位置

⑶ブレーキペダルを踏まず五011の⑥とボデーアース間の電 

圧測定.

尸位置へ入れ，ノブから一度手を離すこと

〇沁
シフトロック機構の不良，ロックプレ，卜の調整不良， 
リタ-ンスプリングの外れ,折損，雕または交換

N6 4
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不具合現象に基づく点検 シフトロックが効かない

4 ソレノイド〜巳〇リ間ハーネス点検

钂 5 4 3 2 1

12 II 10 9 8 .7

@)

「19.11 N3.162

(1) 瓦011とコネクタを分離

(2) (“力の⑥とボデーアースの電圧測定

0^ N6 ーネス修理または交換

ストップランプ5西単体点検

(5西側ハーネスコネクタ）

「19,12 ㈠3-163

(1)ストップランプスイッチコネクタを分離する 

⑵5界の①と②間の導通点検

ブレーキを踏んだとき ブレーキをはなしたとき

導通あり 導通なし

0ド
ストップランプ5西入カハーネス 
と電源ハーネスのショート N6 ストップランプ5西調整または交換
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不具合現象に基づく点検---------シフトロックを解除できない

-------- 診断内容--------- ---------------------------------- ---------不具合現象--------------------------- ---------------

籲ストップランプ3评系不良（断線） 10 5^ 01^1時，ブレーキを踏んでも，セレクト
#五(：11電源回路系（アース含む）不良（断線） レバーが卩位置から動かせない
鲁インヒビタ3贾の調整不良又は不良 -
鲁シフトロックソレノイド不良

点検手順------------------------------------------------

解除
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不具合現象に基づく点検——シフトロックを解除できない

回路図
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不具合現象に基づく点検 シフトロックを解除できなI

ストップランプ系点灯点検

闩9.14 53-397

0ド 2

ブレーキペダルを踏み，ブレーキランプが点灯するか点検

点灯すること

N6

ストップランプ5西〜巳〇リ間点検

円百.15

6 5 麵 3 2 1
12 II 10 9 8 7

33.398

ブレーキペダルを踏み，だ(：1！④とボデーアース間の電圧測

定

，觀懸
111議 8八丁丁電圧

く参考〉ブレーキを踏まないときは約0 Vになる

0^ 3 N6
ストップランプ5评〜巳011間のハーネス断線また 
はコネクタ接触不良

已〇リ丨6電源系点検

卜以16

(1) 1¢ 〇尸尸で五〇じとコネクタを分離

(2) 16 3界〇X
(3) 〇747)の①とボデーアース間の電圧測定

8八丁丁電圧

⑷（「4フ)の⑩とボア、ーアース間の導通点検
1*111導通あり

4 N0 丨6電源回路およびアースハーネス不良
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不具合現象に基づく点検--------- シフト〇ックを解除できない

4 E0リ卩レンジ信号入力点検

N9.17

0ド 5へ

(1) 10 5^ 0^

(2) £01；コネクタを分離

⑶（^)の②とボデーアースの導通点検

毅緣凝纖纖鐵纖驗1111國繼籙議 户レンジ 9レンジ以外
讎^麗簿 
靉纖議I國1^1 鐵鹽麵 導通あり 導通なし

㈠3-167

N6 8へ

5 シフトロックソレノイド出力点検

(1)シフトロックソレノイドコネクタを分離

(2) 10 3界〇X

(3) 卩レンジにしブレーキを踏んだとき 

⑷ダ函の①と②の電压測定

日『電0

円9,18

0ド 9へ

N3.168

N<3 囱へ

6 シフトロックソレノイド〜巳〇リ間ハーネス点検

(1) 10 3评

(2) 辽011をコネクタと分離

(3) シフトロックソレノイドコネクタを分離

⑷の⑥との②間の導通とボア'ーショート点検

圓
議^!^纖11111*11！
^1*11*1111

コネクタ間 ボデーアースと

導通あり 導通なし

⑸〔「53)の①と'ボア、ーアース間の導通点検

闩9,19

0ド 已〇じ交換

N3.169

|巳0り〜シフトロックソレノイドハーネスまたは，

シフトロック〜ボデーアースハーネス不良
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ド19.21

囊1漆!13 2 1^
10 ！3 8 7 6

略170

円9. 22
㈠3-171

インヒビタ3评単体点検

インヒビタ3评コネクタを分離’ 

インヒビタの④と⑤間の導通点検

Fレンジ 卩レンジ以外

導通あり 導通なし
N0ならの調整不良，3貿本体不良

ヨ〇じ〜インヒビタ3评間ハーネス点検 

インヒビタのコネクタを分離 

瓦011のコネクタ分離

(^47)の②と（^34)の④の導通とボデーショート点検

⑤とボテーアース間の導通点検

问(5—ハーネス不良個所修理

公
0 〇

議編#

^1**1纖戀

コネクタ間 ボデーアースと

導通あり 導通なし

不具合現象に基づく点検 シフトロックを解除できなし

ストップランプ5西単体点検

20 ㈠3-163

(1)ストップランプ3评コネクタ^^を分離 

⑵3胃の①と②間の導通点検

ブレーキを踏んだとき ブレーキをはなし/:とき

導通あり 導通なし

0 X ストップランプハーネス不良 N6 ストップランプ5西調整不良または5西本体不良 
調整または交換

インヒビタ5西単体点検および巳(:り〜インヒビタ5育間ハーネス点検

\
—

/

4
—/

\

①
②

⑵

①
②
⑧

④
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不具合現象に基づく点検 シフトロックを解除できなI

シフトロックソレノイド点検

「19.23 N3.172

(1) 10 3\^

(2) £011のコネクタを外す

(3) (^47)⑥端子〜ボデー間の抵抗点検

0ド
シフトロックソレノイドとロッ
クプレートの結合部外れなどの機 
械的故障

N6
抵抗高し 
導通なし

\

IV！ 6
抵抗低い

シフトロックソレノイド不良，シフトロック
ソレノイド回路断線またはコネクタ接触不良

シフトロックソレノイドショートまたはシ 
フトロックソレノイド回路アースショート

測定値が低い場合は，日(:リも故障している可能性がある 

ソレノイド系修理後，作動確認を行なう 

N6の場合E¢L!交換

172



不具合現象に基づく点検---------リバースブザ-が鳴らない

——診断内容------------------------------------------ ——不具合現象------------------------------------------

電源回路不良（アース含む） 10 01^時，セレクトレバーを只位置にしてもブザ
鲁インヒビタ3琢調整不良または本体不良 一が鳴らない
鲁バックランプ3冒回路不良

点検手順
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10 3貿〇X
セレクトレバーを只位置 
辽(:じ⑫とボデーアース間の電压測定

日从丁電圧1

〜，26

0ド
インヒビタ5西〜巳0リ間ハーネス不良，修理また 
は交換

インヒビタ5…単体点検

4 3 2 1^1
10 9 8 44:::!

:对翁，：，：，：齋：十；|
ノノノノ人 V ノ-

が聲:::；

「19, 27
〇 〇

㈠3-176

(1)インヒビタ3评コネクタを分離 
⑵3贾の⑥と⑦間の導通点検

8位置 卩位置以外

導通あり 導通なし

0ド
16 5西〜巳〇り間
ハーネス不良，修理または交換

N0
インヒビタ3育調整不良または本体不良，調整また
は交換 い

下具合現象に基づく点検 バースブザーが鳴らなし

ックアップランプ点灯点検

33-399

(1) 10 3界〇X
(2) セレクトレバーをII位置

(3) バック，アップランプの点灯を点検

0ド 2 N6 3

\
—

/ 
\
\
)
/ 
\~

/

1
2 
3

/
—

, 
/
(
\ 
/

—

\
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不具合現象に基づく点検 キーインタロックが効かない，または解除できなし

キーインタロックが効かない，または解除できない

-------- 診断内容------------------------------------------- -------- 不具合現象-------------------------------------------

鲁パーキング3琢の調整不良，または本体不良.. 鲁セレクトレバーが？位置以外でもキーが技ける
^8電源系不良 籲セレクトレバーが？位置でもキーが抜けない
#キー3评系不良
參キーインタロックソレノイド不良

点検手順，

解除できなし
キーインタロック解除ボタンで解 
除できるか

|解除できる

1 £011日電源点検

1 | 0^

2 巳〇リ八〇〇電源入力点検

1 | 0^

3 E〇リ(パーキング信号)入力点検

^— ！

4 キー5西信号入力点検

1

5 巳〇リキスイッチ間ハネス点検

^^I に0^ ―

6 ソレノイド点検
- 0^

7 ソレノイドアース系点検

1 1 0^

£0り交換

」ば交ン換タロック装置の機械的故障’調整

N6

N<3

N6 ーキング5育単体点検およびE〇リ 
パーキング5育間ハーネス点検

N6

N6

N6

N6
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不具合現象に基づく点検 キーインタロックが効かない，または解除できない

回路図

イグニシヨン5…

メイン 
フユース 
№.2

空

の
之
〇

〇
く

？
6

V
0 0 0

(！
1~1

【2 1〕

N0.4 日…
-
N0.16

パーキング5…

合

キー

炎一

-11[1 N0.7

㈧

メインヒューズN0.2

キーインタロックソレノイド

丨、(ド||)

「19. 28

6 5 4 3 1 1

12 II 10 9 8 7

日3-177
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不具合現象に基づく点検 キーインタロックが効かない，または解除できない

巳(:リ3電源点検

6 5 4 鋒.
V，，，ふ，八..V

2 1
12 II 撃 : 9 8 7

V

29 日3-178

0ド 2

(1) 10 3^
(2) 五(：1)コネクタ@を分離

(3) @の③とボデーアース間の電圧測定

(4) 〇1"47)の⑩とボア'ーアース間の導通点検

N(3 日電源ハーネス不良，修理または交換

£01)八〇〇電源点:検

30 ㈠3-179

0 ^ 3

(1) 10 3禪0孖尸

(2) 辽011コネクタぞ47)を分離

(3) 10 3界八〇〇

⑷（^)の⑦とボデーアース間の電圧測定

N(3 10 5^〜巳0リ間ハーネス不良

リパーキング信号入力点検

N9. 31 ㈠3-180

0ド 4

(1) 10 3XV 〇卩卩

(2) 迟011コネクタ（「47)を分離

(3) , の⑤とボデーアースの導通点検

驗：;:::驗雜纖茨：凝:;:::驗 纖讎讎；；懸縫纖發

1パーキング状態 パーキング状態以外
1導通ぁリ 導通なし

く注記〉パーキング状態とは，セレクトレバーを卩レンジに入 

れ，セレクトレバーのボタンから手を離した状態を示す。

N6 8
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% 32 53-401

キー3评のコネクタを分離 

キープレートを10 3界に揷入 

5界の②と①間で導通点検

キープレート挿入時 キープレート抜取り時

導通あり 導通なし
〇

〇沁 5 N6 キー5西不良

日〇リ〜キースイッチ間ハーネス点検

-(&)
6 5 4 3
12 II 10 9

ド…. 33 N3.182

(1)10 3界（^尸

(2) キー3界のコネクタ@を分離

(3) 丑〇じのコネクタ^)を分離

⑷（^)の⑧と^)の①の間の導通およびボデーショート点検

コネクタ間 ボデーアースと

導通あり 導通なし
⑸16 を01^し@の②とボデーアース間の電圧測定

6八丁丁電圧

0 ^ 6 N6
日〇り〜キー5评間ハーネスまたは8八丁 丁〜キー5西 
間ハーネス不良，修理または交換

ソレノイド点検

「19, 34 33-405

(1)ソレノイドコネグタ（^)を分離

⑵@の①と②間の抵抗測定

抵抗値が低い場合は，ソレノイドがショートしている 

可能性がある。このときは501；も破損している可能性 

があるので修理完了後，作動確認しN0ならお〇じ交換

ソレノイドには1秒以上電圧を加えないこと

〇沁 6-1 N6 ソレノイド不良，交換

不具合現象に基づく点:検--------- キーインタロックが効かない，または解除できない

4 キー5西単体点検痛
、
-
-
/ 
\―

/ 
\
-
-
-

1
1 01

 
〇
〇

/
\ 
-
- 
7

|
\
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/

@)

6 5 % 3 2 1
12 11 

:.:く-:.鮝:く.:.
10 ^《ベ.:.:.:

參, 8 7

円9, 36

い 
〇 〇

㈠3-185

33-402

10 3贾

£0：じコネクタ㊃およびソレノイドコネクタげ丨丨)を分離 

次のコネクタのピン間及びボデーアース間の導通点検

㈣⑪-㈣①
纖上““ ロロ

コネクタ間 ボデ，ァ，スと コネクタ間

111^^導通あり 導通なし 導通あり

上の点検でショートが発見された場合は五01；も破損 

している場合があるので，修理完了後作動確認し0な 

ら^ 〇じ交換

[〇じの⑨（十）と⑪（一）間にプローブを接続

セレクトレバーをXにしキャンセルレバーでキーを外す

キーを入れ，10 3界八〇〇に人れる

セレクトレバーをI5にする

イグニシヨン
5\^

？レンジ信号

II圈國疆
義纏纖II醒缀麵 
111**11*8
圓圓顧 111111111111111

ロック信号

キーの状態

1 〇|^

八〇〇

〇⑸ 〇⑸ 01\1

アンロック

〇ゾ
[1! 2\1 アンロック!^ 12ソ

ロックト12ソ ロックト丨2ゾ

アンロック ロック ロック

12

闩9, 35

〇ド 巳〇り交換 N(5
日〇リ〜ソレノイド間または，ソレノイド 
アース間ハーネス不良，修理

置ぐ
ボア

〇ド囝へ N6 ソレノイド不良，交換

7 巳〇リ〜ソレノイドおよびソレノイド〜ボデーアース間ハーネス点検

不具合現象に基づく点、検---------キーインタロックが効かない，または解除できない

6-1キーシフトロックソレノイド出力波形の測定

\~

/ 
\

—

/ 
\

—

/

1
2 
3

/
—
、 

/
\ 
/
\
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N3486

0
〇

N3.187

0 〇

N3188

禪，(^52)

N3.189

(2)五(：11〜パーキング3界間ハーネス点検

① パーキング3界のコネクタ分離

② 五011のコネクタ分離

③ @)の⑤〜@の②間導通点検

④（ド47)の⑤〜ボア、、ーアース間導通点検

⑤（^を)の①〜ボデーアース間導通点検

N¢5—ハーネス不良個所修理

円9, 40

3…側ハーネスコネクタ

パーキング3…

「19, 37

〇

61— 4 3 2 1
12 11 10 9 8 7

% 38

籲

@)
〇

1し 〇0〇

6 國4 3 2 1
12 11 10 9 8 フ

尸19, 39

(ボデーハーネス側コネクタ）

パーキング3墀単体点検

パーキング3评コネクタ分離 

パーキング3界の①〜②間の導通点検

户レンジ 卩レンジ以外

導通あり 導通なし

注意 N0なら3禪の調整不良
セレクトレバーのボタンから手を離して 
測定すること

不具合現象に基づく点:検——キーインタロックが効かない，または解除できない

8 パーキング5西単体およびに〇リ〜パーキング5西間ハーネス点検
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巻末資料——コネクタ配置図

〔2〕コネクタ配置図压アース位置コンパートメントーフロント
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巻末資料 コネクタ配置図
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